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無 限責任竹館林檎生産購 買販売信用組合の 事例

白　井 泉

　青森県竹館林檎組合 は林檎取引に 規格化 と商標を い ち 早 く導人 した 産業組合で あ り，多

数の 農家を結集 し て 斉
一

性 の 高い 「竹館林檎」 の 大 量 生産 ・
流通 を 実現 した。こ の 組合は ，

大都市有力問屋 と連携 し て 高い 評判 を獲得 した が，　
・
方で

一
部 の 組合員は，良質な林檎を

商人 に ひ そか に 売却す る抜売に 走 っ た。組合 は そ の 対策に 尽力 し続けた が，狭い 村落共同

体の 枠を 超 えた 広域組合 で あ っ た た め に ，自らの 意思 に 従 っ て 市場で 経済的利益を追求す

る農家 の 制御 は 難 しか っ た 。 第
・
次 大戦後経済状況が 悪化 し，亨業が 停滞 し て 以 降 は 組合

員の脱退 も相次 ぐよ うに な り，遅くと も第 ：次大戦後に は，組合は組合員に よ る自主 的販

売を 認 め ざる を 得な くな っ て い た 。 本稿 は ，後進農業地域と い う イ メ
ージ が あ る 東北地 方

に 設立 さ れな が らも農作物 の ブ ラ ン ドの 確 立 に 成功 し た産業組 合 が，高品質な 商吊 を 全国

市場 に 流通 さ せ る 体制 の 構築 と 維持 に 努め た もの の ，組 合 員 の 自由 な 販 売活 動 を 抑 え られ

な か っ た こ と，逆 に 言えば共同体規制 に 縛 られず経済合理 的 に 行動す る農民 を 輩出 して い

た こ とを 示 し た。

は じ め に

本稿は ， 戦前期か ら高級林檎の 生産で 著名で あ っ た ， 青森県の
一産業組合の 販 売活動を 日露戦

後期か ら 1920 年代 ま で の 時期を Il ・心 に 解明する 。その 際 組合の執行部が 良質な製品を全国 「「」

場に流通さ せ る休制を構築し維持す る た め に ，生産者で ある組合員と商品 の 販売委託先で ある問

屋 との 利害 の 調整を い か に 試みた の か ， それが成功 した の か 否かを 考察 の 焦点 とする 。

　産業組合に 関 して は 夥し い 研究業績が 蓄積 されて い る が ，以下で は 代表的な成果 との 関連を述

べ なが ら，上 記 の 課題 の 含意を明 らか に し て い く。 近代 H 本に おける 産業組合は ，周知の 通 り村

落を某盤に信用事業を柱 とした部落組合が多数を 占め て い たが ，こ の 点に つ い て は齋藤仁 の 業績
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 D

が最も重要 と思 われ る 。 齋藤に よれ ば，近世の 藩政村 の流れを汲む村落共同体の 内部に 組織 され

た 産業組合は
， 不 合理 で 平 等卞義的な運営 に 陥 りが ち で あ っ た が

， 組合員の 統制に 困 る こ とは な

＊　本稿を 執等す る に あ た り，阿 部武 司先 生，神田 さや こ先 生，澤井実先 生，杉原薫先 生，細田衛＋ 先

　生，松島茂先生，数量経済史研究会 （2009年 9 月）・慶應京都 グ P 一バ ル COE ヒ ス ト リーセ ミナ ー

　（2009年 12 月）・市場史研究会 （2010年 12 月） に ご 参加 の 先牛方，佐藤 正 次氏 は じめ 旧竹館組合

　の 地域 の 皆様，匿名の レ フ ェ リ
ー，高槻泰郎先生．結城武延先生 か ら．多くの 有益か つ 貴重な コ メ ン

　 トを 頂い た。本研究 は 公益財団法人松下 辛之助記念財団 （旧松 卜国際財 団）（助成番号 09−076）お

　 よび 公益財団法人サ ン ト 1丿
一
文化財団 よ り研究助成 の 援助を受け た 。こ こ に 記 して 感謝 の 意 を 表す。

　但し 内容に 関す る
一

切 の 責任は 当然 な が ら筆者に 帰す る もの とす る 。

1＞　齋藤仁 r農業問題 の 展開 と自治村落 』 日本経済評論社，1989 年 ； 1司 「口本 の 村落 とそ の 市場対応

　機能組 織一批 判 へ の 答 を 中 心 と して
一

」 大鎌邦雄 編 r日本 と ア ジ ア の 農業 集 落一組 織 と機能 一
』 清 文

　堂，　2009 年，　118−158 頁 a
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か っ た 。 なぜ な ら村落は，互 い に 顔見知 りで ある住民が 信頼関係を基礎 と し て 相互扶助的で あ り，

各構成員が勤倹貯蓄に 励む こ とを 要請する な ど，個 々 の 独立 し た小農を そ の 意思を超 えて 拘束 し，

逸脱者に 対 し て は村八 分を含む 強力な制裁を下す 事実上 の 公権力を備 えて い た た め で ある。つ ま

り産業組合 の 構成員は，将来に わた っ て 村落の
一

員で ある こ とを望む限 りに お い て ，共同体規制

の な か に 自己を 位置づ け ， 組合の規則を遵守す る こ とを選択 し た 。

　こ の よ うに 齋藤は ，市場原理が全面的に 展開す るよ うに な っ た近代以降も長期的な 白己利益を

追求す る農民が近世以来 の 村落 の 規制 に 従わ ざ るを得なか っ た と強調 し，それ が産業組合 の 成 立

と維持を支えた とする。し か し，産業組合の な か に は 牛産 ・販売 に 関す る事業 を軸に 村落を 越え

て 組織され ，相互 扶助的 ・平等主義的 とい うよ りもむ しろ経済合理 主義的な動機に よ っ て 組合員
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た ゆだて

が結合し，成功を収め た組合が存在 し た 。本稿が分析 の 対象とす る無限責任竹館林檎生産購買販

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2）

売信用組合 （以下，竹館組合 と略記）が それに 相当する 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か らだけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て い い ち

　竹館組合は青森県南津軽郡竹館村 人字唐竹在住 の 大地 主で あ っ た相 馬貞
一

（1867−1935年）が

組合長 と な り
，

4 力 村 に 跨 る 大規模な 購買販売組合 と し て 1907 年に 発足 し た 。 後述する よ うに ，

同組合は 林檎の 出荷に 際し て 商品 の 規格化お よび統
一

商標を導入 した 産業組合の先駆けで あ り，

品質に 優れた組合の林檎は 「相馬の 林檎 」「竹館林檎」 として 好評を博 した。

　 し か し ，竹館組合は 高い 対外的評価を 獲得す る
一

方で ，共同販 売 の 体制を維持す る の に 苦慮し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 gxけ うり

た 。 組合員が組合に 隠れ て収穫物を商人に売却 し て しま う抜売に 直而 した た め で ある 。 齋藤が議

論 に 取 り上 げた部落組合 とは 異な り，広域に 紐織され たがゆ え に 村落の 規制が働かず，組合員の

行動を監視する の も困難なな か で ，竹館組合が い か に して 商人 に 対抗し，組合員の 協力を 誘引 し

て い っ た の か を木稿は 明 らか に する。

　 さらに 本稿は ，竹館組合と取引先 で あ る都市の 問屋 との 関係に 目を 向ける 。
玉 真之介が指摘 し

　 　 　 　 　 3）

て い る よ うに ，第
一次大戦後の 都市化や 鉄道網 の 発達は 消費地か ら離れ た 地域に も青果物 の 産地

を誕生さ せ る こ ととな っ た が，産地の荷 t は遠 方の 問屋に 利益を吸収 され る危険に 遭遇 した 。 そ

こ で 重要な役割を 果た し た の が 取引先の 信用調査や販 売代金 の 回収 等 に あた っ た帝国農会 の 販売

斡旋所であ り ， 産地で は 斡旋所 と結合す るかた ち で 急増 した任意の 出荷組合で あ っ た。大門正克
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4）

や 森武麿 に よれ ば，出荷組合 も村落か それ 以下の 単位で 組織され る こ とが多か っ た 。
こ の よ うに

青果物の 流通は農会が主導 し，農家は こ こ で も村落を某盤 と し た 組織を 介し て 市場 と接 し た と理

解 されて い るなか に お い て ，竹館組合 の事例は ，広域に組織された産業組合が 1900 年代 と比較

的早い時期か ら青果物の 流通を 担 っ た
一

例 と位置付け られ る 。 それ で は竹館組合は ，取引 の 危険

を い か に 回避 し て 問屋 の 協力を 獲得 し，遠隔地 の fli場 へ と進出し て い っ た の か
。 本稿で は こ の 点

も解明される。

2） 竹館組合 は 1907 年 4 月に 購買販売組合 と し て 発足 し，同 年度か ら生 産事業，1914 年度か ら信 用

　事業 ，
1921 年度 か ら利用事業を 兼営 した。正 式名称 は 幾度か 変更 し て い る が，本 稿は 1914 年度時

　点の 名称 に よ る 。な お ，組合で は 7 月 か ら翌 6 月 まで を 1 年度 とす る 。

3） 玉 真之介 r主 産地形成 と農業団体』 農 山漁村文化協会，1996 年，29−30，34−42，51 頁 。

4） 大門正 克 r近代 日本 と農村社会
一
農民世界の 変容 と 国家

一
』 日本経済評論社 ，

1997 年 ，
201 −202

　頁 ；森武 麿 『戦間期 の 日本農村社会
一
農民運動 と産業組合

一
』 日本経済評論社，2005 年，35 頁。
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　竹館組合 に 関 して は こ れ ま で に も奥谷松治 の 著作，r青森県農業協同組合 史』，な らび に r青森

県 り ん ご百 年史』が 高い 評価を加 え て お り，
ま た

， 大橋治は
， 同組合が 地域振興を 目的と した

，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5）

牛産 ・流通面に 中心 を据えた組合で あ っ た こ とを示 し て い る 。

　 これ らは い ずれ も労作 であ るが，竹館組合が 「竹館林檎 」 を全国市場 に流通 させ る体制を 構

築 ・維持する た め に ど の よ うに して 組合員お よ び問屋 と の 利害調整に 努め た の か と い う視点か ら

の分析は， こ れ ま で な され て こ なか っ た 。 結論を先取 りすれば，組合は 問屋 と の間に 信頼関係に

基づ く協力を実現 した もの の ，組合員の 自由な販 売活動は抑え られず，逆説的なが ら 自立的な農

民を輩出させ て い っ た 事実を本稿 は 明らか に する。

　以 F，第 1 章で は，生産 ・販売関連の 事業 を柱 とした 広域組合で あ る竹館組合が 成立す る ま

で の 経緯を，「竹館林檎」 の 牛産 ・流通機構 と関連さ せ て 示す。第 2 章で は ，発足後 に 組合が実

施 し た組合員 と問屋 と の利害調整に 焦点を当て ，1920 年代前半に 3 者の 協力関係が観察される

ま で の 過程を追 う。 最後に 第 3 章で ，1920 年代後半以降，組合員の 減少が続い た原因 を探る 。

1　 広域組合の結成と 「竹館林檎」の 生 産 ・流通機構

　（1） 組織化の開始

　内務省勧業寮は 1874 年以降，殖産興業政策 の
一環 と し て 海外 の 蔬菜 ・果実 の 種苗を 輸入 し

，

全国の 道府県に 配布した 。 青森県で は そ の うち林檎の 栽培 に成功 し，南津軽，中津軽 の両郡を拠

点 と し て 産地が 形成さ れて い っ た
。

　木稿 が注 ILIする竹館組合の 中心 を成す竹館村は ，1889 年に 7 村が合併 し て 成 立 し た 南津軽郡

最大 の 村で ，耕地 が少な く，凶作に も度 々 遭遇 し，生計を立 て る の が 困難な地 で あ っ た 。
r竹館

　 　 　 　 　 　 6）

村誌』 に よれば，こ の よ うな状況 ドで 林檎栽培業は 1875 年頃 ， 郡を通 じて 唐竹村 （の ち の 竹館村

大字唐竹）在住の 相馬貞
一

の 父理太郎を含む 4 名の 試作者に 苗木が 配布 された とぎに 始 ま り，日

清戦争前後に 盛ん に な っ て い っ た 。

　地域で 最初に 組織された 栽培家の 団体 は 1897 年設立 の不果樹栽培同志会で あ っ た。 こ の 会は

相馬貞
一

を会長 として 唐竹村の栽培家 20 名に よ っ て 構成 され，栽培 法 と害虫駆 除法の 研究が行

われた とい うが，特筆す べ ぎ活動は なされなか っ た よ うで ある 。

　の ち の産業組合の 母体 とな っ た の は 1903 年 に 創設 され た竹館村園芸同攻会で あ っ た 。 同攻会

は 同志会と同 じ く相 馬を会長 と し，唐竹を含む 竹館，尾崎，町居，石 川 の 村 々 ，さら に は 中津軽

郡清水村 の 栽培家 も含め て 組織 された。同会は毎月集会を 開催 し，栽培や 販売方法に関する 意見

交換を 行 っ た ほ か ，役員に よ る会員の 募集，篤農 ・試験場 ・農会技師ら に よ る講話会，林檎園 の

成績考査 と会員 の 表彰，生産暦で ある林檎園年中行事 の 発行，害虫 ・益虫 の 標本 の 展示な ど生産

　　 5） 奥谷松治 r目本協同組合史 』 三 笠書房，1938 年，145 頁 ； 青森県農業 協同組合史編 さ ん 委員会

　　　r青森県農業協同組合史 』 1976 年 ，
334

，
364 貞 ；波多江久吉 ・齋藤康 司編 r青森県 りん ご 百年 史』

　　 　 1977 年，173−178 頁。大 橋治 「産 業 組合の 兼営 化 の 展 開 と意 義 一俑 館産 業 組 合 を 中 心 に
一

」 r協 同

　　　組合研究』第30 巻第 1 号 （2011 年 2 月），122−133 頁。

　　6）　葛西覧造
・
鈴木清四 郎 「竹館村誌』 1953 年 。 な お，竹館村 は 1889 年 に 唐竹村 を 含む 7村 〔沖館，

　　　新館，唐竹，広船，小国，切 明，葛川 ） が 合併して 成 立 した 。

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　（175） 5
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面で の 活動 に 主力を注 ぎ，会員は 80 − 100 名規模 に 達 し た 。

　（2） 商品取引の 問題

　同 攻会で 林檎の 栽培改良 に 取 り組む 傍ら，相馬 らは 20名程で 消費地 へ の 共同出荷を 開始 し た 。

そ の 際 t眼が置か れた の は ，産地 と消費地 の 間で 林檎の 価格が甚だ し く異な り，常に 利益を地方

商人に 奪わ れ，品質に よ っ て 価格に 大差が生 じる とい っ た取引上 の 問題を解泱する こ とで あ っ た 。

これ ら の 点につ き詳 し く見て い こ う。

　竹館組合が設立 され る 前，竹館村周辺の 林檎栽培家は 貯蔵施設が未整備なた め ，買付に 訪れた

商人に 林檎を廉価で 敗 売せ ざるを 得なか っ た 。 等級分け せ ずに 売却 した林檎に は商人か ら目方 の

引 ドげを 要求され る こ と もあ っ た 。 また ，生産者の 大部分は 需要地の商況や相場に 精通 し て い な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7）

か っ た た め
， 売買価格は 商人任せ に な っ て い た 。

　 こ うした 状況は 竹館村周辺 に 限らなか っ た 。 青森県農会技師の 橋部正農夫は ， 1911年 の r青
　 　 　 　 　 　 s）

森県農会報』 で ，県内 の 林檎栽培家は収穫物を販売する に あた り，仲買人 の 訪問を待 つ 者，個人

で 進 ん で 市場に 直接出荷す る者，組 合を 組織 し て 共同 で 出荷す る者 の 3 者に 分か れ る が ，大 多

数は最初 の 部類 に 属 し，価格は商人 に よ っ て 臼rhに 弄ぽ れ，生産者 の 利益が保障されて い ない 旨

を述べ て い る。

　も っ と も，地 方商人 の 出荷方法 に も問題があ っ た 。 橋部は，仲買人 に よる荷造が不 完全で輸送

に 耐えず，消費地で 商品を開封す る と凍結 ・打傷 し て い る もの が 多い た め ，京浜市場に お い て 青

森県産林檎の 名声は 失墜 し て い る と し，生産者 も少し も こ れ を省み な い と苦言 を旱 して い る 。 当
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9）

時，果物の 梱包は林檎に 限 らず一
般 に 未熟 で あ っ た よ うで

， 1909年 の r果物雑誌』 は
， 容器や

荷造，内容物の 量 目が不統
一

なた め ，引受人 とな る 問屋や市場が非常に 不便 して い る こ とを指摘

し て い る 。

　以 ．』の よ うな状況を受けて 相馬らは ， 地方商人 と の 取引を 回避 し て 消費地へ の 直接出荷を開始

した 。 組合の 地 域か ら は 弘 前市 に 通 じる街道が走 っ て お り，1891 年に 東北 本線 （東京
一
青森間），

1894 年に 奥羽木線 （青森
一
弘前間）が 開通 して い た こ とは ，東京を は じめ と した大都市 へ 進 出す

る流れを促進 し た と思われ る。

　但し，それ に も危険があ っ た 。 1923 年以降，東京を は じめ大都市の 青果市場で は 中央卸売市

場法が順次適坩 され ， 取引は相対か ら公開で 行わ れる競売に移行 し
， 卸売人が 収受す る手数料，

代金の 支払方法，期 日 な どが統
一

されて い っ た 。 しか し，それ 以前は ，中央市場か ら遠 く離れ ，

商況 販 売委託先 で ある閊屋 の 行動，取引 の 詳細を 口 々 把握す る こ とが 困難な産地 の 荷主は ，問

屋 と の取引で 詐欺に 遭 う危険性が 高か っ た。

　竹館組合発足後，最大 の 出荷先 とな っ た痕京神田市場 に 目を 向けれ ば，の ち に 東京 市の 中央卸

　 7）　農商務省農務局 『園芸家畜家 禽製紙産業組合事例 』 1908 年，45 頁 ；外 山 親三 「青森県 の 産業 組

　　合 」 『帝国農会報』笂 3 巻第 11 号 （1913 年 11 月 ），36 頁 ；渡邊程治 「青森県竹館村林檎生産販 売

　　購買組合を見る （上）」 r帝国農会報』第 1巻第 4 号 （1911年 4 月），49 頁。

　 8）　橋部正 農夫 「京浜市場oc於 け る本県林檎の 声価」 r青森県農会報 』 第 14号 （1911年 3 月），38−39

　 　頁 。

　 9）　 r果物雑誌』 （1909年 5 月） （波多江 ・齋藤 r青森 りん ご 白年史』 310 −311 頁〉。

6　（176）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Sooio −Eoonomio 　History 　Sooiety

  r社会経済史学』 78− 2 （2012 年 8 月）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tc｝rし

売市場 長 とな っ た荒木孟 は 卸売巾場 法適用以 前の 取引の 様子を r中外商業新報』 で 次 の よ うに 述
　 　 　 10）

べ て い る
。

一 産地 の 荷主 は 消費地 の 問屋に 販売を 委託 し て い る が
， 市場に お ける取引の ほ ぼ全

て は 時価で 取引する 相場売買お よび価格秘密売買 （特定 の 者同± の 非公開 の 売買） とな っ て お り，

荷主に 対する問 屋の 仕切は 「殆 ん ど全 く問屋 の 自由決定」 で ある。代金の 攴払い は 迅速 で ない L

に 確実で もな く，

一定 の 手数料を 正確 に 収受 し て 営業する 真の 意味で の 委託問屋は 殆 ど存在 し な

　 　 11 ）

い ，と 。

　 こ うした 状況 に 対 して 市場 の 近隣 の 荷主は 高値を期待 して 日常的 に 市況に 注意を払 い ，出荷す
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ］2）

る市場を 日 々 変更する こ と で対応 し て い た とみ られ る 。 し か し，情報 の 獲得が 困難な遠隔地 の 荷

主 は そ れが叶わず，被害に遭遇 した も の と思わ れ る 。 やや の ち の 時期 で はあ るが，1921 年 1月
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13）

の 青森県 の 地方紙 r東奥 日報』 の 記事 「危険なる果物問屋 」 は，南津軽郡浪岡村 の 某が東京 の 果

物問屋に林檎 60 箱，時価 330 円を横領 され，業務横領罪で 訴訟を起 こ した が， こ の 種 の 被害は

多発して い て 皆泣 き寝入 りの 模 様，と報 じて い る 。

　  　組合の 結成 と生産 ・ 流通機構
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14）

　  組　　織　　竹館組合が創設され る まで の経緯 と組合組織の 特徴を見て い こ う。 相馬 は同攻
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15）

会の設立当初か ら前記に 示した 販売上 の 問題 が共同事業に よ り解決で きる と考え，産業組合の 必

要性を会員に 説 い て い た
。

し か し，出資者が 容易に 現れな か っ た た め
， 相馬は私費約 1，000 円を

投 じ て 共同購買 ・販売事業を 興し，1司攻会会員を は じめ林檎の栽培農家に そ の 利益を認識させ る

こ とに 努め た 。 同攻会は 1907 年 2 月 に 解散する が
， 同月 14 日に は 大字唐竹 の 8 名，貞

一
と彼

の 叔父清太郎 の ほ か 相馬姓 の 4 名を 含む竹館村 の 9 名が産業組合創立委員会を開催 して い る 。

続 く 24 冂 に は 参加 者 の 範開を広げ，竹館村 の 唐竹以外 の 村落，尾崎，町居 の 両村 か らの 出席者

11 名を交 えた計 20 名で 再び創立委 員会が開か れ ，4 月 に は 竹館，町居，尾 崎，柏木町 の 4 村に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 16）

跨 る無限責任竹館林檎購 買販売組合が発足 した 。

　竹館組合 の 組織の 特徴 と して 先ず注 目される の が，面積お よ び組合員数か らみ た規模 の 人きさ

で ある 。 組合 の 区域は 竹館村 の み で も東西 24  
， 南北 13   に 及ん だ 。 また ，当初 50 名で

10） 「中央卸売市場に 関す る諸問題 」 r中外商業新報』 1933年 8刀 26 日 （神戸大学附属図書館新聞記

　面文庫，市場
一7−115）。

11） 卸売市場法施行後は ， 帳簿や仕切書 の 様式 が規格化 され，仕 切書 は 炭酸紙で 3 通同時 に 書き取 り，

　1通 は 荷主 に ，1通 は 市 に 渡 さ れ，1 通 は 保存す る よ うに な っ た と い う。 東京府市青果市場連合会

　r東京青果市場連合会報 』 第 3 巻第 38 号 （1932 年 5 月），32 頁。

12）

13）

14）

東京市商「「課 r青物市場調査資料』 1923年，17頁。
「危険な る 果物問屋　林檎生産者は 注意せ よ 」 r東奥 日報』 1921 年 1 月 30 目。

竹館組合の 設立 の 経緯，組織の 構造に 関し て は 。 主に ，葛 西 r竹館村誌』 と佐藤健造編 r相馬貞

一
翁伝 』 1984 年 に 収 録 さ れ て い る 内 容 ・史料 に 基づ く。

15）

16）

藤 r農業閇題』 46 頁）。 竹館組合 の 場 合，

大地主を含む無限責任の 組合で あれ ば借 入 れが しや す か っ た こ と，組合を 運営す る一Eで 生 じた 危険や

損失 は 指導者が 負担す べ き と相馬 が考え て い た こ と な どが 考 え ら れ る （佐藤健造 「翁 の 心 の 軌跡 」

r相馬貞一
翁伝 』 17 頁）。

長 谷 川 信 太郎 「財政読本 よ り」 r遺響』 相馬翁遺響刊行会，1937 年，25 頁。

産業組合が無限責任の 形態を採川す るの は それが 自治村落 の 原 則 で あ る た め との 指摘が あ る （齋

　　　　　　　　　　　　　　　　無限責任制 が 採用 され た 理 由 と して は，相 馬 貞
一

の よ うな

（177）　 7

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Sooio −Eoonomio 　History 　Sooiety

［論説］ 産業組合 に よ る生産 ・流通過程 の 統制 （白井 泉）

表 1　竹 館組合の 組合員数，出 資口 数 （1907〜1937年）

年度
組 合員数 出資 口 数 ゴー一一

村別組 合員数 （人 ）
　　　　　　　　　　　I
　　　　I組合員数
年度

出資コ 数 村別組 合 員数（人 ）

（人 ） （口 ） 竹館村

一
「
一
尾崎村 町屠村 柏木町村

1

　　（人 〕 （口 ）　
．
竹館村 尾 崎村 1 町居村 柏木町村　　　　 

19071908 501021362

〔｝9

　 　 　 　 11923

　 　 　 3161
　　　　　　　　　　　．
　 　 　 　 11924

　 　 　 3261

・68411

，711122823544
　 　 42

　　146
　 　 4322

1909149265 1925 …　 31gI1 ，686 …

1910225421 1926 　 　　 316 ．
　　　　　　　　　　　． 1，6561　　　　1 ！

1911246523
　　　　　　　　　　　．
1927　　　 314　　　　1 1，6221

191224354215750333
　　　　11928

　 　　 3101 ，492
［

191324454216147333192gI 　 3001 ，388
19142787051914143319301 　 　 2931 β15 1
1915280717

　 　 　 1193

　　　1424231931
　 　 　 297

　 　 　 　 5
1，271

1916280726193 ． 424141932
．
　　 2911 ，192 1

19172798161goI4343319331 　 2841 ，155 1
19182801 ，09019414242219341 　 28411 ，152 1

19192841 ，473201
「

394221935 　 　　 285 ． 1，901
19202801 ，46820036422

　　　　 11936
　 　　 2891 ，902 II

19212871 ．544207364221937 　 　 　 2801 ，862
19223G21 ，616121444422 　．

．

注 ） 空 欄 は 不 明。7 月 か ら翌 年 6 月 ま で を 1 年度 とす る 。
出所 ）　 農商 務省農務局 r農 務局報第二 十五 冒 ： 園芸業 二 関ス ル 組合事例

一
』 1922年 ；竹館組合 「Ok 報告 書」 各年

　 　 度，　よ りf乍成。

あ っ た組合員数は 設立後急伸 し，1 年間で 倍に，5 年後の 1912 年度に は 243 名に 達 し た （表 1）。

竹館組合 の 発足後 ， 県 内で は 南津軽郡を中心 に 林檎を扱 う広域組合 の 設立 が 進 ん だが （表 2＞，竹

館組合は そ れらの 組合 との 比較で も， ま た ，産業組合の 全国平均値 と比べ て も大規模で あ っ た 。

　次 に 重要 と思わ れ る組合 の 特徴は，組合員の 多くを 竹館村，特に 大字唐竹か ら の 参加者が 占め

た 点で ある 。 竹館村 の 組合員は村別 の 組合員数が判明す る 1924 年度ま で ほぼ一
貫して 増え続け

た が （表 1），1911 年度 に は 組合員 250 名の 内 164 名 （66％） が 竹館村在住で ，彼 らが 出資 口 数

527 口 の うち 405 凵 （77％）を投 じ，そ の うち唐竹は 竹館村 の 組合員数，出資 口 数の そ れ ぞ れ

40％，48％ に 及ん だ （表 3）。

　加 え て ，組合 員数 （1911 年度）を林檎栽培農家数 （1909 年） で 除 して 林檎農家の 組織率を求め

　 17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ユs｝

れ ば
， 竹館村 81％ ， 町屠村 126％，尾崎村 89％，柏木町村 11％ で あ り，竹館，町居，尾崎の

各村 で は 林檎栽培 に従事す る相当数の 農家が組合に 加人 し て い た 。 そ の 水準の 高さは 1910年に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ9）

お ける通常 の 産業組合 の 組織率 儂 業者組合員数 ÷ 総農家数） 12％ と比 べ れ ば一
目瞭然で あ る。但

し 1935 年 に は 組合員 285 名 に 対 し て 組合区域内の 林檎栽培農家数は 1，408 戸 （内，竹館村 569
　 　 　 　 2o〉

戸）で あ り，組織率は 漸次低下 し て い っ た 。

　そ し て ，組合員 の 大半を 占め た の は il・ ヒ層農家 で あ っ た 。 1926 年時点に お け る 組合地域の階

層構成は ，地主 8％，自作 16％ ， 自小作 32％ ， 小作 40％，そ の 他 4％ で あ っ たが，竹館組合 の

17）　 1911 年度 の 組合員数 は 「明治 四 拾 四 年度末各組合員持分額表 」 （佐藤 r相 馬 貞
一

翁伝 』 96 −102

　頁），1909 年 の 林檎栽培農家数 は 青森縣南津輕郡役所 r南津軽郡是 』 1912 年 に よ る。

18） 1909 年 か ら 1912 年 の 内に 林檎栽培農家が 増加 し た た め 100％ を 越 え た と思 わ れ る。

19）　組織率 は 『産 業 組合 要 覧 』 を 用 い て 計算 した，齋藤 『農業 閙題 』 17 頁 に よ る 。

20）　1935 年の 林檎栽培農家数は青森県経済部 r苹果小f乍事情』1936 年に よ る 。
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［論説］ 産業組合 に よ る生産 ・流通過程 の 統制 （白井 泉）

表 3　竹 館 組合 の 出資 口 数別 組合 員数 （村 落別，1911年度）

出資 口 数別組 合員数 （人） 計 ％
大字

10 ［ 7 口 6 口 5 凵 4 口 3 口 2 口 1 口 口 人 口 人

唐竹 8132448361956626 ．437 ．0
沖館 41321218101314116 ，424 ．9
広船 00020031127166 ．45 ユ

竹館村 新館 o01011135503915 ．69 ．5
切 明 00000001110 ．40 ．2
小 国 00000001110 ．40 ．2
計 122766730I 　 g440516465 ．676 ，9

尾 崎 o01   ・T
．

041 　 30443514 ，083
平 日」森 100i 　 o01 　　 002 　　 41452 ，02 ．7

尾 崎村 新屋 00Ol1 　　　　0OI0OI
　 I8883

．21 ．5
広1畸 0 ． 0oI0oI0111320 ．81　　 0．6
計

　11010

  0543695020 ．ol　　13．1旨

町
．
居 村 100020229513413 ．69 ．7

柏木町 村 柏木 町 00   00
　 Io102

： 220 ．80 ．4

14286 ． 871 「
．−
　　　371682527250 旨　　　1100

．0
　　　一
100，0

出 所 ） 「明治 四 拾 四 年度末各組 合員持 分額表 」 （秋 田義 信 「協同組合の 創設 者」 佐藤健造編 r相 馬 貞…
翁伝』 1984

　 　年に 収録） よ り作成。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 21）

組合員の それ は 各 々 19％，18％，42％，20％ ，
1％ と上 方 に 偏 っ て い る 。

　最後に
， 組合 の 役員層 （組合長 ， 理 事，監事） に 目を 向ければ

， 紅合発足後か ら 1932 年度まで

は 1925〜1931 年度を除 き唐竹在住 の 相馬 貞一
が組合長職を続けた ほ か ，理事，監事は 1920 年

代 ま で 約 6 割を 竹館村，3 割を 大宇唐竹の 在住者が 占め
， 町 居 ， 尾 崎両村か ら の 選出 は それぞれ

　 　 　 　 　 　 　 2L ］

1〜2 名に 留 ま っ た 。また ， 発足時 の 役員に 注 目す る と，そ の 多 くは 村 内の 高額納税者 か 1911

年度時点で上 限 101
’
li （1 口 25 円 ）を投 じ て い た 大 口 出資者で あ り，竹館村か ら選出 され た役員

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 23 ）

は，品評会，博覧会等 で の 上位入賞経験者が 多数を 占め て い た 。

　以上 ，組合組織 の特徴を見て きたが，こ の よ うに 竹館組合は ，竹館村 大字唐竹を拠点に 4 村

に 跨 り，林檎栽培農家の 極め て 高い 加入 率に も支えられ，大規模な生産 ・販 売紐織と し て 結成 さ

れ た 。組合員に は 小作人層も含まれ た もの の 主 流を成 し た の は 中上 層農家で あ っ た と思わ れ る 。

そ し て ，村を越 えた組合組織は 上層農家お よび林檎栽培の 実力者たちか ら成る 執行部に よ り統制

されて い た の で ある。

　  生 産 機 構　 で は ，組合執行部は い か な る生産 ・流通機構を整備 し て い っ た の か 。 竹館組

合 の 林檎生産へ の 関学か ら検討しよ う。 まず，良質な林檎を 多数産出するため に ，組合は ，購買

事業を通 じて 栽培 に 必要な資材を安価に 供給す る の み な らず ，
1908 年 3 月か ら県 内の 産業組合

として 初め て 生産事業を 兼営 し ， 栽培管理 を実施 した 。 組合は ，各組合員 に対 し て 林檎園成績表

21） 産業組合中央会 r産業組合調査資料 二 十七 ：産 業 組 合 と小 作問題 に 関す る 調査』 1928 年。
22＞　竹館組合 「事業報告書」 各年度 に よ る。
23） 納税順 位 は 原 田 繁五 郎編 r青森県納税覧』 鈴木隆

一一
編 r都道府県別資産家地 卞総覧青森編 』 1995

　年，出資 口 数 は r明治 四 拾 四 年 度末 各 組合員持分額表 」
， 受賞暦 は 佐藤 r相 馬 貞

一
翁伝』 198 頁に よ

　 る
。
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を作成 し，培養剪定．除草お よび病虫害の 駆除予防に 関 し て は 通年で ，品質と産額は 第 3〜4 四

半期 に
， それぞ れ検査 人が調査 ・採点を し た 。 そ の結果，欠点が認め られた組合員に は 改善方法

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 24）

を説示 し，成績が顕著に 良好で 模 範 とな る者は 業績を 記録に 留め て 顕彰 し た 。 1910 年に は 表彰
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 25）

規程が定め られ，優秀な組合員に は 農具等の 賞品 もケ．え られ た 。

　組合員が栽培 し た林檎は概ね村落毎 に 設置 された 荷造所兼貯蔵庫に 運び込 まれ，組合独 自の 品

質検査の の ち，等級 ・商標別に 区分 された 。 商品取引に 等級 と商標を 導入 した 事例 と し て は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 26 ｝

1880 年代以降の 生糸取引が 著名で ある が，竹館組合の 地 域で は等級別 の 出荷は 同攻会時代か ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2s）　 　 　 27 ）

実施 され ， 商標 は 1908〜10 年に導入 され た 。 竹館組合は 青森県 の 林檎出荷に お い て 生産者 自ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 29｝

が 品質規程を 明文化 した嚆矢で あ っ た とされ，それ は 南カ リ フ ォ ル ニ ァ 青果協同組合が高品質な

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．1o）

商品に サ ン キ ス トの 商標を貼付 し始め た 1908 年と同時期に あた る。そし て ，林檎の 等級は ，品

質 ， 色澤 ， 大きさを 基準に 4 〜5 段階に 区分され ， 等級 品の 中で も特に優良な もの に 商標が付け

られた 。

　なお ，相馬 ら は竹館 の 知名度を Eげる こ と に も意欲的で あ り，同攻会時代か らtw　ft の 共進会，

博覧会等に 出品し て い る 。 例えば，1908 年開催 の 奥羽六 県聯合共進会果実部門 （言1340名 が 539

品を出品）で は 1 等を獲得 した 3名中 2 名，青森県の 受賞者 39 名中 25 名が竹館組合の 組合員で ，

通常生産者個人 の 名前が掲載 され る 受賞者欄に は 「無限責任竹館林檎購 買販売組合」 の 名が挙が

っ て い 署。 加 え て組合は，組合の 林檎を広告す るた め に 共進会 で 販売店を設け，需要 の 開拓 も進

め 漣．

　こ の よ うに
， 品質を重視 し，厳重 な梱包を施 し た 竹館組合の林檎は 市場 で 歓迎 された 。京都帝

国大学農科大学園芸学教室 の 初代教授菊池秋雄は ，東京帝大 で果樹園芸学を学ん で い た 頃を次 の

24） 農商 r園芸家畜』 41 頁。無限責任竹館林檎生産購買販 売組合 「第 二 年度事業報告書 」 1908 年

　 （弘 前 市立 図 書館蔵，複写資料）。

25） 無限責任竹館林檎生産購買販売侶用組合 「無限責任竹館林檎生産購買販売信用組合定款附細則，

　規程，規約等」 1918 年 （弘 前市 立 図書館蔵，複写資料）。

26）　中林真幸 r近代資 本 主義 の 組 織一製糸業 の 発展 に お け る 取引の 統治と牛産 の 構造
一

』 東京大学出

　版会，2003 年，177 頁 ；谷山英佑 「明 治前期製糸業に お け る 商標 の 確 立 と行政 に よ る 保護
一

群馬県

　と福島県 の 制度分析 と比 較
一

」 r経営史学』 第 42 巻 3 号 （2007 年 12 月），68−91 頁。

27）　1907年 2月 に 竹館組合の 設立総会が 開か れ た際，林檎 の 品種査定 を 行 う検査 人に は 「多 年 ノ 経

　験 ヲ 有ス ル 」 こ と を 理由に 5 名 が 推薦 ・選出さ れ て い る （秋 田義信 「協同組合 の 創設 客一相 馬 貞
一

　翁を通じて い ま想 うこ と一
」 『相馬貞

一
翁伝』92 頁）。

28）　1908 年 の 「数量 及 品 等査定 二 関ス ル 標準 」 は 商標 に つ い て 触 れ て い な い が，1910 年 の 規定 に

　「特 に 色澤品質優良の もの は本組合 の 商標を貼付 」 と ある （波多江 久吉 「りん ご 産業 の 形成者相馬貞

　一
」 r相馬 貞

一
翁伝』 205 頁）。

29） 波多江 「りん ご 産業」 205頁 e

30）　
‘
The 　History　of 　Sunkist

’
，　 http ：〃www ．　sunkist ．　com ／flash／t洫 eline ，　html （2011 イト4 月 15

　目）。 そ の 後，竹館組合の 商標 は 東京神田 市場で 市場調査を実施 し て い た 山崎磐男 の 著作 （『蔬菜果物

　の 荷造 と販売』 西 ケ 原刊行会，1936 年，33 頁 ） の 中で ，「（山に 竹）商標を持つ 苹果 は，青森県南津

　軽郡無限責任竹館 リ ン ゴ 販 売 購 買信 用 利 用 組合 の 商品で あ り，又 Sunkist の 商標に 依 っ て カ ル フ ォ

　ル ニ ア 果物生産者取引組合 の 商品な るを 知 る こ とが 出来 る 」 と紹介 され る ほ ど著名に な っ た 。

31）　福島県聯合共進会 r奥羽 六 県聯合共進会事務報告第六 回 』 1909 年．148，482 −485 頁。

32）　竹館組合　「第二 」。
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匚論説］ 産業組合 に よ る生産 ・流通過程 の 統制 （白井 泉）

よ うに 振 り返 っ て い る 。 1907 年頃で あるが，秋 も半ばを過 ぎ，
「小売店 と して は 日 本

一
の 果物

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 まん そう

屋 」 で あ っ た 神 田須 田町 の 万 惣を訪 ねた 。
「青森県の 竹館組合 の 林檎が着 い たか ら是非私 に 見て

くれ と云 ふ
。 〔中略

一
引用 者 。 以 下 同様〕そ の 時 の 話 に ，相馬貞

一
さ ん と 云 ふ 方は 竹館組合 の 責任

者 で あ り，指導者で ある 。
こ の 方は 大し た人格で ，此 の 組合 の 品物だけ は絶対信頼。蓋を 開かず

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 33）

に 受け入れ る こ と に し て 居 ります と云 ふ 」，と 。 また．時期は 定か で な い が，東京 の 取引先 で あ

っ た 西村吉兵衛は ，「東京で は 問屋 も仲買 も小売商も亦召 し ヒが る素人迄 もが 相馬の 林檎 とい つ

た もの だ 。 〔中略〕味の 良 い の と 〔中略〕 （大量 の 継続出荷で 然 も検査済み の 確実な 品）大 い に 歓迎 され
　 　 　 　 　 　 　 34 ）

た 」 と評 し て い る 。さ らに 1911 年 の r帝国農会報』 は ，竹館組合で は 林檎の 品等 に 注 意を 払っ

た こ とが奏功し，組合設立 以来，そ の林檎は 名声を高め，他地方に 比較 して 毎年 2，3 割の 高値
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 35）

を示すよ うに な っ た と伝えて い る 。

　  流 通 機 構 　　商人 との 取引 で は詐欺に遇 う危険もある な か で
， 竹館組合 は青森市お よ び 仙

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 36 ）

台駅前に 設置 した出張店を通 じて 林檎を販売 し ， 1908年時点で は大都市 に も直売店を置 く計画
　 　 　 　 　 37）

を掲げて い た 。しか し，実際に は東京や大阪な ど大都市 の 信用 ・人格 とも確実 な問屋 似 下，特

約 問 屋 と 呼ぶ ） に 販売を 委託 し
， 長期的関係へ と発展 させ なが ら販路を全国に 拡張 し て い っ た （表

4）。

　例 えぽ，東京の 取引先 とな っ た 西村吉兵衛は早 く も 1893 年か ら神田市場で 林檎 を扱 い ，1910
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3s）

年頃 に は 東京府 ド最多の 納税額を誇 っ た 有力商人で あ っ た
。 また ，米出市右衛門は 1912 年時点

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 39｝

で 営業税 157 円を納め る京都市随
一

の 青物問屋 で あ っ た 。

　但 し組合は，特約問屋に 販売 の
一

切を任せ る こ と は な く，商況や相場 な ど の 情報収集は 独 自に

行 っ た
。

1912 ，1913 の 両年度 「事業報告書 」 （以 ド，報告書 と略記） の 「庶務ノ用件」 に は ，組合

が取引先運送店や相馬貞一
の 弟に あたる農学土相馬経治を消費地 に 派遣 し て ，各問屋 の 営業状態

や信用程度の 監視，商況や 相場，消費者 の 嗜好，優良品種 に 関す る情報の 入 手 に 努め て い た こ と

　 　 　 　 　 　 4o ）

が記 さ れ て い る
。

ま た
， 組合は，問屋 ご とに 販売成績表を作成 し ， 次年度 の 販 売品供給割合を決

　 　 　 　 　 　 　 　 　 41 ｝

定す る際 の 参考に した 。

　 33） 菊池秋雄 「相馬貞
一

翁 の 想 ひ 出」 『遺響』 4−5 頁。

　 34）　西 村吉兵衛 「林檎 の 神様 」 r遺響』 83−84 貝。

　 35）　渡邊程 治 「青森県竹館村林檎生産販売購 買組合 を 見 る （ド）」 r帝国農会報 』 第 1巻第 9 号 （1911
　　年9 月 ），46 頁 。

　36） 産中 r産業組合と小作問題』 259 頁。

　 37） 農商 『園芸家畜』47 頁 。

　38） 神 田 市場史刊行会編纂 r神田 市場史上巻』 1968 年，522頁 ；r大水弥三郎聞書 』 1963 年 （弘前市

　 　 立 図書館蔵）。

　39）　米田 を除 く23 軒の 平均営業税額は 43H （小菅慶太郎
・
吉野久和編 r京都商工 人 名 録 』 合資商報，

　 　 1912 年，84−85 頁）。

　40）　無限責任竹館林檎生産購買販 売組合 「第 七 年度事業 報告書 」 1913 年，26 頁 ；同 「第八 年度事業

　　報告書」 1914 年，28 貝 （以降，各年度 「事業報告書 」 は 青森 県立 図 書館 蔵 所 蔵，複写 資料〉。

　41） 農 商 r園 芸 家 畜 』 42 頁。組合 は 月 毎 に 1〜10 点で 栽培状況を 採点した よ うで あ る 。
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表 4　竹 館組 合 の 取 引先 （1907〜1929 年 〉

取引の 有無
取引先 ．

19  7年度119  9年度 1922年 1929 年
1

i
．．　．

北海道 1函館　　　　　　　　 I　　　　　　　　　　　　　I
岡 地 大 吉　　 　　 1 ○．一．． ．．．．

青森 県 青森市濱町 青浦商会 ○

弘前市薬師堂 白取 タ キ ○

南津軽郡尾 L村 四 谷金 蔵 ○

組 合地 域 組 合員 （12 名） ○

秋田 県 1［体 郡 富根村 智 田恭造 ○

宮城 県 仙台 「1了 伊 藤忠助 ○ ○ ○ ○

仙台市 元寺小路 熊谷小兵 ○

東京 府 神 目1区 多町 2 丁 囗 7 番地 西 村吉兵 衛 ○ ○

　 尸ゴ
○ ○

神 田 区表神保町 10 番地 長 谷川 徳 次 郎 ○ ○

小石川区関 凵 水道町 50 番地 唐沢民吉 Q 1

神 奈川 県 横浜 市 横浜冷蔵株式 会社 ○

愛 知 県 名古 屋 巾 名 古屋 冷蔵庫 ○
1

名古屋市 西枇杷 島 佐藤九右衛 門 ○ O 　
I

○ Q
名古屋 市 西 河 長 次郎

2
　 0

京都府 油古寺魚棚下 米 閏 市 石衛 門 ○ 1
不 明 京都果実 業組 合 …○ ○ 1　 0

大阪 府 1
不 明 三 木喜 平 o
北 区 犬満市場 清 原金次郎 o ○

1 南区難波
1

法心善次郎
1

． ○

兵庫県 i神戸市 1 丸 共 合資会社 ：　 OI ○

神戸 甫 1［【の 農産 商会 ○ ○

神戸市 帝国冷蔵株式 会社 ○

神戸 市 音伍社 ○ ○
1、广

そ の 他 1909年度 17 名 ○

注）　1　1941年に な る と，西村 占兵衛 は 神 田 市場 会社社長，米 田 市 右衛 門 は 京都 爵果会社社 艮，清原 金次

　　　郎は 大 阪 青果会社果実 部長，に 在任。

　　 2　青浦商会は ウ ラ ジオ ス ト ッ ク に 支店を抽つ 青森県 内の 輸 出業者。

　　3 横 浜冷蔵 株式会社と の 取引は 1910年か ら 。 ま た ，1912 年度 3 月 10，31 日 の 等 外品 特 売 競 売入

　　　札落札者 は ．及 川佐
．
ヒ （秋 田 県大 曲町 ），山 本 重蔵 （同 県圭崎港），白取 タ キ （育森 県弘前 市薬 師堂 ）。

　　　太田 盤； 郎 （青森県南津軽郡 金田村）。
出所）　竹館組 合 「第二 年度事業報告書 」 （弘前 市立 図書館蔵，複写資料）；同 「明治四 十二 年度元帳 」 〔tt森

　　 県 、

’
厂図 書館蔵，複 写資料 ）；農商 務省 農務 局 『農務 局報 第二 十 五 号 ：園 芸業 二 関 ス ル 組 合事 例

一
』

　　 1922 年，51 貞 ；産業 組合中央会 r産業組 合調 査資料第 34 輯 ：販売組合経営串例 ：其一
園芸 品 ノ 部』

　　 1929 年，9 頁 ；凵本全国商 工 人 名録 発行所編 纂 r日本 全国商⊥ 人名録 ：全』1916 年，第 6 版 ；小菅

　　慶太郎 ・吉野久 和編 r京都商工 人名録 』 合資商報，1912 年 ；波 多江久吉 ・齋藤康司編 r青森県 りん ご

　　 白
4f 史』 1977 年，167，289 頁 ；永市寿一 r大満 rl蜴 誌上 巻』 1929年，380 頁 ；神ll

．
1市場協会・神田

　　 市場 史刊行会編 纂 『神田 市場 史上 巻』 1968 年，585、596A 。

2　組合 ・組合員お よび特約問屋の関係

  　抜売の発生と販売成績の 悪化

  抜売 と組合員の 「自暴自棄」 竹館組合は ，組合員が個 々 に 生産 し た 林檎を集め て 品種 ・等

級別に 仕分け し，優良品に は統一商 標を貼付 し て 厳重な梱包を施 した kで 信頼の お け る特約問屋

に 出荷す る 体制を整えた 。 しか し ， 組合 員や問屋の 協力を得る の は難 しか っ た 。 組合員と の 関係

に 目を 向ければ，組合は 初年度か ら抜売に 直而 した 。 熾烈な集荷競争が展開され る産地市場に お

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 42〕

い て
， 産業組合が商人を排除する の は困難で あ っ た と指摘 さ れて い る が ，竹館組合 も例外で は な
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匚論説］ 産業組合に よ る 生産 ・流通過程 の 統制 （白井 泉）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 43 ）

く，拘束力の 弱 い 組合 の 性格は 当初か ら現れた 。

　竹館組合は抜売に 対 して 無策だ っ た わ けでは な い
。 紐合は設立 当初か ら仮渡金制度を設け，ま

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 44｝

た，第三 者に収穫物を販 売し た 者を除名す る旨を定款に 記載 し て い た
。 仮渡金制度とは ，止む を

得な い 事情に よ り現金を 直ち に 必 要 とする 組合員に は 売 上金 の 分配に 先立ち物 品時価の 5 割を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 45）

限度に 日歩 3 銭 5 厘 （国税 10 目 以 下 の 者に は 同 1 銭） の 利子 で 現金を 前貸しす る措置で あ っ た 。

但 し，1909 年度に は 販 売総額 6 万 8 千円に 対 し て 3 万 6 千円 と い う限度額 以 Eの 金額が支払わ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 46）

れ ， 利用者に は相馬貞一
を含む組合役 員の 多くが 含まれ て い た 。 上 層農家で さえこ の制度を利用

し て い た の で あ り，
一
般 の 組合員が こ の 制度 の 下 で 資金需要を満たす に は 限界があ っ た と言わ ざ

るを得な い
。

　 また，これか ら見て い くよ うに 抜売はほぼ恒常的に 発牛し て い た に もか か わ らず，組合員の 脱
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 47）

退理 由が 判明す る 1912 〜1924 年度 の 期 間に それが 除名 とある者は 2 名に 留ま る 。 除名がな さ

れ な か っ た 要因 とし て は，仮渡金制度で は 紐合員の 直近の 資金需要を満た せ て い なか っ た点に加

え．組合区域が 広域に跨 るた め 抜売の 監視が困難であ っ た こ とな どが考え られ る。いずれに せ よ，

集荷競争が激し く展開され る な か で
， 限度額 5 割 の 仮渡金で は 組合員の 資金需要を満た せ ず，

しか も罰則が適用 され な い 状況下 で 抜売が発生 した の は事実で あ っ た 。 1907 年度 「報告書」 は ，

10 月初旬に 晩熟種の 出荷時期に 入 っ て の
」
ら，11 月に は 糸1：土 の 価格が 1 箱 2 円 70 銭と い う未曾

有 の 高値を付け，産地 の 価格が需要地 の それ を上 回 っ て い る に もか か わ らず商人 の 買付が激し さ

を増すなか で ，組合員が抜売 に 走る様子を次 の よ うに 報じ て い る 。

　　産地 卜需用 地 トノ 相場 ソ ノ 権衡 ヲ 失 ヒ タ ル ニ 不係商人 ノ 買込運動弥 々 激烈 ヲ加 ヘ タ ル ヲ 以テ ，目前 ノ 利

　　益 二 眩 惑 シ タ ル 薄志弱行 ノ 組合員ハ 組合 ヲ 度外視 シ テ 自由行動 ヲ 執 リ シ モ ノ ナ キ カ ノ 観 ヲ 呈 シ ，組合 ノ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4s）

　　経営二 非常 ノ 困難 ヲ 誘致セ リ

　こ こ で 指摘 され て い る 「自由行動」 は ，抜売 と解釈 し て 誤 りな い 。そ し て 組A は ，抜売する組
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 49 ）

合員を近視眼的 と非難 して い る 。 組合は各需要地 の 商況や相場を適宜組 合員に 示 して い た の で ，

42）　齋藤　『農 業 問題』　12，　99 頁。

43） 以下 で は 組合 が 1907 年度以降毎年刊行 した 「報告書 」 （1908 〜1911 年度 は 現存せ ず） P 記 載 さ

　れた統言1お よ び執行部の 視点か ら書か れ た と思わ れ る 記述を 主 な る 史料に 検討 を 加え て い くこ と とす

　 る 。

44） 組合 の 定款 （1908 年）第 46 条 に は 「組合員ハ 琿 事 ノ 承 諾 ヲ 経 ル ニ ア ラ サ レ ハ 前条 （林檎，苗

　木 ） ノ 物 品 ヲ 第三 名二 売却 ス ル コ トヲ 得 ス 」 とあ り，違反 した 場 合 に は 「総会 ノ 決議二 依 リ之 ヲ除名

　ス 」 （第 65 条） と され て い る 。

45）　農商 『園芸家畜』 30 頁，外山 「青森県 」 35 頁。
46）　無限責任竹館林檎生産購買販売組合 「明治四 十 二 年度元帳 」 （青森県立図書館蔵，複写資料〉 に

　よ る 。 竹館組合は．販 売 施設を 整備 し仮渡金制度を 機能させ る た め に 設立時か ら潤沢な資金 を 必 要 と

　した 。 生産 ・販 売関連の 事業を 理解す る上 で 財政的基盤 に 目を向け る こ とは 不 可欠で あ り，こ うした

　組合の 資金調達 に 関す る議論 は 別稿で行 う。
47） 竹館組合は 「除名を敢えて した 」 と の 指摘もあ る が （秋田 「協同組合 」 168 頁），抜売が 理 由で

　あ っ た か は 定 か で ない 。

48＞ 竹館組合 「第二 」。以下 ，史料 を 引用 す る 際，原則 と して 漢数字 を ア ラ ビ ァ 数字に 改 め ，適 宜 句

　読点を付 した 。

49） 農商 r園芸家畜』 45 頁。

14　（184）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Sooio −Eoonomio 　History 　Sooiety

  r社会経済史学』 78− 2 （2012 年 8 月）

情報に 精通 して い た 組合員の 中に は 産地相場 の 相対的高騰を 察知する と
， 仮渡金を越え る 金額を

得 られるた め ，商人の 買付に応 じる 者 もい た とみ られる 。

一
方で 組合は ， こ の 年，組合員か ら相

場 の 1 割方安値，実質 9 割の 仮渡金支払 い とな る条件 で 林檎を 即金で 買 い 取 り，販売 し て 得 ら

れ た利益 を組合 と組合 員の 双 方で 分か ち 合 う協定を結 び
， 外部の 商人 と対抗 し た こ とが 「報告

書」 に 記載 され て い る 。

　組合は ，生産而 の 統制 に も苦慮 した 。
1911 年度，雹害 の 被害 に よ る減収で 「自暴 自棄」 に 陥

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 so ）

っ た 組合員は ， 林檎栽培に 精を 出さな くな っ て い っ た 。1912 年度に は 林檎の 開花期 に 未曾有 の

霜害が発生 した の に 加 え，組合員が剪枝 ・摘果 ・施 肥 ・病虫害防除に 対す る 出費を惜 しん だ結果，

販売量 は 1910 年度の 4 割，等級品 は全出荷量 の 6 割に 落ち込ん だ
。 組合は

， 自己の 信用を 落 と

さずに 価格を維持 しなが ら劣等品を販売す る の が至 難 と判断し ，組合員に よ る 劣等品の 任意売却

を黙認し た。そ の 策は ，組合の 名で 販売 され る林檎の 品 質を重視した 組合に と っ て も良案で あ っ

たが ，組合員が優良品を も商人 に 売却 して しま っ た こ と を 「報告書」 は 次 の よ うに 伝え て い る
。

　　 販 売部 二 於 テ 組合 ノ 販売品 トシ テ 受 入 販売 シ タ ル 数量 卜組合 ノ 豫 メ 調査 シ タ ル 生産額 ト荘シ キ 差異 ア リ

　　 シ バ ，組 合 ノ 販 売 品 トシ テ 等級 ヲ 付 ス ル 能 ハ サ ル 劣等品多量 ニ シ テ 該劣等品 二 対 シ 組合 ハ 「トム ヲ 得 ズ 組

　　 合員 ノ 任意売却 ヲ黙認 ン タ ル ニ 乗 ジ ，組合員ハ 自己 ノ 生産 シ タル 優良品 ヲ モ 多少抜売 シ タ ル ノ 形迹蔽 フ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 51 ）

　 　 ベ カ ラ ザ ル モ ノ ア レ バ ナ リ

　 こ の 年，組合が組合員か ら販売委託を受けた林檎 の 数量 と組合が 予め 把握 し て い た 生産額 との

間 に は 甚だ し い 差が 生 じた が，組合は，劣等品 の 任意売却を認めた の に乗 じて 組合員が隠 し切れ

な い ほ ど優良品を抜売し た こ と が そ の 原因 と し て い る。な お ，組合は ，腐敗 し易い 早 ・中熟種は

数量が少な く保存期間も短 く相場 も不確定なた め ，組合員が 各自で 商人に 売却する こ とを承諾 し

　 　 52）

て い る 。
つ ま り組合に と っ て 抜売問題 と は ，国光や紅玉 の よ うに 貯蔵性が高 く出荷調製が 可能な

品種 の優良品の 販売問題だ っ た の で あ り，組合や地方商人が繰 り広げた産地市場 の 集荷競争は ，

そ うし た 貯蔵性が 高い 優良な林檎の確保を め ぐる競 り合 い で あ っ た 。

　な お ，1910 年代前半は 林檎 の 販 売量が減少す る傾 向に あ っ た が （図 1），そ の 原因は 抜売以 外

に もあ っ た 。 近隣組合 との 競合で あ る 。 1913 年度に 竹館組合 の 販売量 は 事前調 査 に 比 べ て 3 割

減 とな っ た が，組合は そ の 理 由を ，同
一

区域内に 類似 した 組合が 3 つ 以 ヒ設立 され，それ ら に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 53｝

も加人 した組合員が い るた め と報 じ て い る
。 確か に 紅合員 の 中に は ，地縁 ・族縁関係が強 い 組合

に加人 し た り所属を変えた者 もあ っ た の か もしれな い
。 例 えば竹館村 の 外川平 八 は，相馬理太郎

と並 ん で村に おけ る初期 の 栽培家 の
一人で村長を 務め た 経験 もあ り，組合初年度に は 監事に も名

を 連ね，また ，
1914 年時点で は 村

一
番 の 納税額を誇る農家で あ っ た 。 しか し，自らが居住す る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 54〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5帥

大字広船で 同業者団体を結成 した との 記録があ り，1912 年に は竹館組合を脱退 し て い る。

　　 50）　 日本勧業銀行 r日本勧業銀行創業二 十年志 』 1917 年，145−146 頁。

　 　 51） 竹館組合 「第七 」 10 頁。

　 　 52）　竹館組合 「第二 」。

　　 53）　竹館組合 「第八 」 10 頁。な お，青森県内の 林檎を 扱 う産業組合は 1911年 に 林檎販路拡張会を組

　　　織 し て い る が，販 売統制を 強化 す るた め に 1 箱の 重量 と商標 の 統
一

を定 め た こ とが 紛争 の 種 とな り，

　　　竹館組合 は 他の 有力組合と共 に 同会を脱退 して い る （青森県農業協 同組 合史 r青森 県農業協 同組合

　 　　 史』 336 頁〉。

　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　（185）　 15

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Sooio −Eoonomio 　History 　Sooiety

［論説］ 産業組合 に よ る生産 ・流通過程 の 統制 （白井 泉）

（対数値）

IOO，DOO、000

10．oeo．000

1，000．000

100．000

10．000

1．DOO

図 1　全国，青森県，竹館組 合の 林檎生産 ・販 売 数量 と生 産 ・販 売 額 （対 数値 ，1907 〜39年度 ）

　 　 　 　 　 　生 産
・
販売数量 （貰）　　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 生 産 ・販 売額 （円）

　 100

　 　 1907　 11　 15　 19　 23　 27　 31　 35　 39 上9D7　 11　 15　 19　 23　 27　 3i　 35　 39 （年度）

注）　 全国，青森 県に つ い て は 牛産数景，牛産額。竹館組合 に つ い て は 販 売 数量，販 売額。
出所 ） 竹 館組 合 の 数 値は 農商務 省 農務 局 r農務 局報 第二 十五 号 ；園芸業 二 関ス ル 組合事例

一
』 1922 年 ； 竹館 組合 「事

　　業報告書」 各年度。青森県 の 数値は 1907 年か ら 1919 年 まで の 数量 は r農 商務統 訂』．以降は r宵森県統 計表』。
　　全 国の 数値 は 1907 年か ら 1923 年 ま で は r農商務統 言f表』，以降は r農林省統 計表』 に よる 。
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竹館組合

竹館組合

竹飾組 合 （組合員 1 人あ た り）

　　　　　　．一．
竹館 組合 （組合員 1 人 あ た り）

． L ．．LLlI 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 I 1

　　　　　　　　　．

、L」．1．U ．LLLL ≧⊥⊥ 」

　  特約問屋 か らの仕切書 回 収 の遅延　　
一

方，特約問屋 との 関係 で は ，委託 した林檎 の 取引価格

が記 載され た什切書を如何に迅速に L」収す る の か が 組合の 課題 となっ た 。1912 年度 「報告書 」

は ，年度末に至 っ て も販売価格が不 明 で 困惑す る組合 の 様子を次 の よ うに伝え て い る 。

　　 損益計算表 二 販 売 品 損失 ト シ テ 多大 ノ 金額 ヲ 掲記 シ ァ ル ハ 形式上 本年．度 ノ 販売成績 ヲ 不 良 二 陥 ラ シ メ タ

　　 ル モ 其実前年度 ノ 販売 二 係 ル 売品 ノ 価格 ハ 其年度末 ＝ 到 1丿テ 尚不 明 ノ タ メ止 ム ヲ 得ズ前年度 ノ 不成績ヲ

　　 継承 シ タ ル ＝ 不 過 〔中略 〕。更 ニ コ ノ 損失 ヲ 利 用 シ テ 本年度 ノ 販 売 品 ヲ 最モ 有利 二 販 売 シ 尚将来販 売 1．

　　 有利 ナ ル ベ キ
ー

大動機 タ ル ニ 全 ラ シ メタ ル 事実 ハ ，相手方ノ 名誉 卜信用 ヲ尊重 シ 茲 二 詳説 ヲ 忌避 セ リ心
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 56 ）

　　 ア ル モ ノ親 シ ク 組合 二 就 キ 関係書類 ヲ調 査点検 セ バ 蓋 シ 思 ヒ 半 ハ ニ 過 ク ル モ ノ ァ ル ベ シ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 57）

　仕切書の 同収が迅速に 行われて い なか っ た こ とは ， 1913年度 「報告書 」 に も報告され て い る 。

組合とし て は，既 に商品が販 売 され て い る に もか か わ らず価格を伝え て こ ない 問屋 に 対 し て 疑惑

を抱 くこ と もあ っ た と思わ れ る 。
し か し ，問屋 と の 良好な関係 の 維持を望む組合は ，相手 の 特約

問屋 の 名誉 と信用を尊重 し，取引先は 分別が あ り親 し い 間柄で あ る の だか ら関係書類を点検すれ

ば仕切書の送付が遅れて い る理 由も明らか に な る と考え，特約問屋側を追い 詰め る の を避けた 旨

が記載され て い る 。

54 ） 葛西 r竹館村誌 』 467 頁。表 2 に 挙げた 広船組合 を指す と思わ れ る 。

55）　秋 田 「協 同組合 」 94頁。

56）　　竹館組合　「第
．七」　16 頁 0

57）　 竹館組合 「第八 」 10−11 頁。
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　（2） 竹館組合による利害調整

　  　優良特約問屋 の表彰　　竹館組合は
， 抜売 の 発生

， 組合員の 「自暴 自棄」，仕切書 の 回収 の 遅

延 とい っ た 問題を抱え て は い た もの の ，なお も優秀な成績を収め て い た実績が あ り，1916 年に

は 産業組合中央会か ら最高位 の 特別表彰を授与 された。こ の 賞は設立後 5 年以上が経過 し，成

績が最 も顕著な組合に 授与され た もの で ，竹館組合は 全国に 1 万近 く設立されて い た産業組合
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5B）

の うち 11番 目に こ の 栄誉に 輝い た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 59）

　組合で は受賞を契機 に新た な取組み を進め ，1916 年 8 月 に は 問屋商店表彰規程を新設 した 。

こ の 制度は 組合 の 林檎を よ り多 く高値で 販売 し
， 代金を迅速に 回収す る問屋を表彰す る もの で，

組合は同規程に よ っ て ，特約問屋が 自己 の 信用維持の た 菊，市場に お ける 組合販売品の 相場，組

合以 外か ら供給され る 同
一

品種の 相場 と売行きの 状況，相場 の 高低 に 関する 原因な どを適宜組合
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6o）

に 報告する こ とも定め た 。 さらに 組合は ，3 年連続で 成績が優良 と認め られた 問屋 に は特別表彰

とし て 竹館組合 の 取引先で ある こ とを示す 金看板を交付す る と共に ，受賞した問屋が そ の 後成績
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 61）

不 良に 陥り表彰の 趣旨に反 し た 場合は 実績を抹消し て 金看板を撤去す る旨を規程 に 織 り込ん だ 。

　従来，竹館組合は ，消費地 の商況や特約問屋の 経営状態に 関す る情報を独 自に 入 手 し，仕切書

の 送付を遅 らせた特約問屋 へ の 詰問を避け て きたが，特別表彰の 受賞を契機に 問屋 の 競争を促進

す る制度を設け ，

一層 の 協力を 引き出そ うと試み る よ うに な っ た の で あ る 。

　  優良組合員の 優遇 と 「希望ノ参酌」　 生産状況が 改善する兆 しは 1916年度 に見られた 。
「報

告書」 は
， 組合員 の 林檎 園を調 査した結果，1911 年度以来初 め て 優良 な状態に 回 復 し た 村落が

　 　 　 　 　 　 　 　 　 62）

ある 模様を伝え て い る 。

　改善は，組合員に 対す る栽培支援が技術，資金の 両 面か らな され る なか で 実現した。組合は こ

の 時期，青森県農事試験場で 林檎減収 の 原因究明に 取 り組 ん で い た 島善鄰技師 らを招聘 し，栽培
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 63 ）

法 と病虫害防除に 関す る講習会を 3 口問に わ た っ て 開催 し た 。 また ，竹館村農会 と協力 して 薬

剤の散布 と噴霧器の 利用を 組合員に 奨励 した 。 農会は相馬貞
一

の 発案で 害虫 とそ の卵の 買取 りも
　 　 　 　 　 64 ）

開始 し て い る 。

　資金面 で の 支援 と して は ，信用事業を通 じた貸付業務が 1914 年度 に 開始 された ほ か ，1918
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6「。｝
年度か らは 各村落に 害虫駆除奨励金が交付 された 。 1917年度に は県内各地 の 林擒生産が不 振に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6e｝

陥る な か で 紐合区域の 栽培状態は きわ め て 良好とな っ た 。1917 年に 刊行 された rH 本勧業銀 行

）

＞

＞

80
り

0

尸
056 秋 田 「協同組合 」84 頁。

産業組合中央会 r特別表彰産業組合事績 ：第五 岡』 1917 年，33 頁。

第3 条で 「前年度成績二 依 リ次年度販売物供給割合 ヲ定 ム ヘ キ モ ノ ナ レ ハ 問屋商店 ハ 自己信用維

持上時 々 左 ノ 各項報告ス ル コ ト ヲ要 ス 」 と し て 3 項 目が 並 べ られ て い る。

61）

62）

63）

竹館組合 「定款 ：附細則，規稈，規約等」 64−66 頁。

無限 責任竹館林檎生産購 買 販 売 信 用 組 合 「第十
一

年度事業 報 告書 」 1917 年，12 頁。

竹館組合 「第十
．
」 39 頁。島は 1927 年 に 退任す る ま で 講習 ・講話 会 を 竹館組 合 の 地 域 で 毎 年 開

催した （島善鄰 「相馬翁を 憶 ふ 」 『遺響』 21頁）。

64） 佐藤弥作 rりん ごに 生 きる 』 御幸商会 ，
1941 年 ，

7−8 頁 ；波多江 「りん ご産業 」221 頁 。

65）　無限責任竹館林檎生 産購買販売信用組合 「第
．
「
P
三 年度事業報告書 」 1919 年，31 頁 ；産中 r特別

表彰 ： 第五 回』37 頁 。

66）　無限責任竹館林檎生産購買販 売信用組合 「第
一
卜二 年度事業報告書」 1918 年，16 頁。
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［論説］　産業組合 に よる 牛産 ・流通過程 の 統制 （白井 泉）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 67 ）

創業二 十年志』 は 組合の 林檎を 「竹館林檎」 と称 して お り，組合の ブ ラ ン ドが確立 して い た事実

を窺わ せ る ．

　しか し，生産状況 に 恵まれ ， 認知度が 高ま っ た こ とを おそら く反映 し て，組合は 抜売 へ の 対応

に 追わ れる こ と とな っ た 。相馬貞
一

は 1917 年 8 月に 開催された組合総会で ，「生産物を 提供せ

ざ る 者凡て の手続 きを為さざ る 者は 除名せ ん 」 と述 べ ，組合は多数 の 組合員の 収穫物を集め る こ

とで取引先 の 信用を獲得し利益を収め られる の だか ら ， その点に 留意 し て 除名 されな い よ うに 心

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6B｝

が けよ と警告 し，同時に ，組合の 規則を守る 者に は 今後資金を 低利で 融通する とし て い る 。 また ，

総会に臨席 し た松下南津軽郡長は ，組合が優秀な 成績を収め て い る の は 天 ドの 認め る と こ ろ で
，

組合 の 林檎は品質佳良，荷造完全，数量止確で 他 の 模範 とな りうる もの の ，その 産額は 近年不思

議な ほ ど減少 し，協同
．
致 の 精神を欠 い て い る 疑 い が あ る とし，「当組合 員に し て 他 の 方面へ 林

檎を販売す るが 如 きは 当組合 の 規定に 反 し，協同
一

致の 完か らざる所以な らずや」，
と戒め て い

69）

る 。

　組合 の 評判が上が る こ と は商人 の 買付が 熾烈に な る こ と と表裏
．
体 で あ っ た 。 組合 員で 販売主

任 も務め た 佐藤弥作の 手記 に よれ ば，時期は定か で な い が，組合の 林檎の 声価が高 まるに つ れ ，

特約問屋以外で は それを 入 手出来ない と知 っ た各地の商人が地 方の 仲買人を 介 して 法外な高値で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7o ）

買い 漁ろ うと裏面か ら組合員に 働 きかけ，組合員の 中に は それ に 応 じた 者が あ っ た と い う。

　事実 ， 生産状況に 恵まれ ， 第
一

次世界大戦の 好況期で あ っ た 1917 年度に は ，紅玉 の 販売時期

に な る と組合地域に 地方商人が
一

時的に 群が り，抜売を煽 っ た形跡が見 られ た 。 そ れ に 対抗 して

組合は ，組合経由 の 販 売が 有利 で ある こ と を 組合員に 示すた め
， 紅二k の

一
部を 産地 で 競売に か け

た 。「報告書 」 は その 価格 1．76 円が，組合員が抜売し た場 合，ある い は 非組合 員が 商人に 個 々 に

売却 した 場合 と比較し て 2 〜3 割以上高値で あ っ た こ と，さ らに は通常通 り特約問屋を通 じ て 販
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 71 ）

売 し た価格 （販 売諸経費を 控除済） よ り 2 〜3 割以上 廉価で あ っ た こ とを伝 え て い る 。

　そ の 他に も組合は様 々 な策を講 じて 組合員の 行動を制御 しよ うとした 。 即 金を 望む組合員の 要

望に 応 じた もの と思われ るが，時価 5 割以 内で あ っ た仮渡金の 支払限度額を 1917 年度 まで に 8

割以内に 拡大 し，また，定款 ・規程を遵守す る組合員の 利子率を 1 銭 5 厘以下 に 引 き下げて 彼
　 　 　 　 　 72）

らを優遇 した 。 さら に 信用事業で は，組合の 販売事業を利用 して よ り多く収穫物を販 売 し，定
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7，9｝
款 ・規程を遵守する組合員に 高 い 点数を与えて 貸付 の 際 に 厚遇 し た 。

　 し か し組合は ，組合員を罰則や こ れ らの 優遇措置に よ っ て 制御する こ とは 出来な か っ た もの と

思わ れ る 。 組合は 1917 年度 の 途中か ら林檎の 販 売に 際 して 組合員と協議し，彼 らの 希望を 斟酌

し
， 自らが生産 し た 林檎の 販 売に 関し て 裁量 の 余地を 与え た

。 例 えば
，

1918 年 1 月に は 商人に

67）　 日本勧業銀行 r創業二 十 年志』 145−146 頁。

68）　 「竹舘産業組合総會」 r東奥 目報』 1917 年 8 月 20 日。

69） 「竹舘に 對す る所感」 r東奥 日報』 1917 年 8 月 22 日。

70） 佐藤 『りん ご 』 15−16 頁 。

71）　竹館組合　「第十二 」　16−18 頁 。

72） 竹館組合 「定款 ：附細則，規程，規約等 」 13 頁 ；産中 r特別表彰 ： 第五 回』 35 頁。

73） 産中 『特別表彰 ：第五 回 』 27−30 頁。
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よ る国光の 思惑買占が盛 ん に な り，2 月に は産地相場が稀 有の 高値 とな っ たが，組合はそ れを察
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 74）

知す る と組合員に その 状況を説明 し，彼ら の 希望に 沿っ て 産地 で 国光を競売に か けて い る
。

　 さらに 組合は ，組合の 利害 と組合員の それ とを 同時に 満たすため ，以 ドの 策に 出た 。 1918 年

度に は紅玉 を収穫する時期に 台風が襲来 し，優良品の 数が限られた。国光 の 販売時期を迎える頃

に は 各地 の 相場が崩落 に 傾 き，しか も「司復の 見込 み な し と判断された。そ こ で 組合は
， 組合 員の

希望を聞 き入 れ ， 1919年 1月以降県外の 各市場 に 国光を 出荷して 売逃げに 努め る
一

方，全販売

量の 2％ に 相当す る 3．402 貫を 組合員か ら買い 取 り，特約問屋 に 委託す る優良品 と して 確保し

た
。

こ の 年の 販売成績は 不良 で 組合は 1，624 円の 損失を計上 し たが ，「多年来 ノ 華客 」 に 対す る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 75）

信用保持の．L で は 止むを得 ない 処置で あ っ た として い る 。 翌 1919年度に も組合は，将来の 値上

が りを期待 した仲買人 の 思惑買占に よ っ て 産地相場が需要地 の 価格 よ りも高 くなっ た 情勢を把握

す る と
， 組合員の 希望を受け て 林檎の 大半を産地 で 現金売 り し，他方で 全敗売量 の 8％ に あた

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 76｝

る 5，297 貫の 優良品を取引先の特約問屋に 対する信用保持 の た め に 買い 取 っ た 。
こ れ ら の 対応は ，

「竹館林檎」 の 品質と特約問屋に 対す る信用を 重視す る 組合 の 利害と
， 優良品 も含む 自己 の 林檎

を 自キ的に高値で 販 売 し，現金を直ち に 入 手した い 組合員の利害の 双方を同時に 満たそ うとする

措置で あ っ た 。

　（3） 「協カー致」の 実現

　  　抜売問題 の 解決　　1920年 3 月 の 株式相場崩落後も実質賃金が 高位に安定 して い た 1920 年
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 77）

代前半に 林檎 の 消費量 は 1910 年代 前半に 比 べ て 1．4 倍 とな っ た 。そ うし た 需要 の 増加 に もお そ

ら く攴え られ，産業組合の 販 売 ・購買事業が 全国的に 停滞 し た こ の 時期に ，竹館組合の 販売事業

は 最盛期を迎えた 。

一
等品お よ び商標付 の 商畆が占め る割合は 1910 年代 に 比 べ て 大幅に 高 ま り，

優良な林檎の 販売が組合に 委託され るなか で 青森県産 の 林檎に対する 「竹館林檎」 の 相対価格 は

1920 年代前 半を 通 じ て 一L昇 し て い っ た 。 県内の 林檎が大豊作 とな っ た 1922 年度を 除 い て 組合

の 林檎価格は 高値を維 持 し，第
一

次 世界人戦後の 不 況や 関束大震災の 打撃 に もか か わ らず，

1923 年度に は 組合史上 最高値を 記録した 。 組合員は 1920 年度の 280 名か ら 1924 年度の 326

名へ と増加 した （表 1）。

　こ の 時期の組合員 は協調性に 富ん で い た。組合関連史料に は抜売の記述が見 られず，組合員が

組合事業を積極的 に 活用 し，利益 の 増進 に 役立 て て い た こ とが 「報告書」 の 記述 か ら窺え る 。

1920 年度 は組合が毎年組合員に 訴 えて きた事業 の 開発振興に 彼らが 目覚め
， 競 っ て 経営 の 改善

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7s）

に 努め た結果，生産品は増収し，殊に 品質は 著し く向上 した と 自画 自賛し て い る 。 地 売 りは 引き

続 き行わ れて い た と見 られ ，
1921 年度に は

， 非 組合員の 農家が 容器や倉庫 もな く，商機を覗 う

余裕が な い た め 優良品 で あ っ て も商人の 言 い な りで 廉売す る よ り他な か っ た
一

方で ，組合は ，容

74）　竹館組合 「第十 二 」 17 頁。

75） 竹館組合 「第十 三 」 2コ
ー22 頁。

76）　無 限責任竹館林 檎生 産購 買販 売 信 用組合 「第 十 四 年度事 業 報 告書 」 1920 年 ，19 −20，30 頁 ；同

　「大正 十年度 （第十 六 回）財産 目録，貸借対照表，事業報告書，剰余金処分案」 1922 年，20 −21 頁。

77）　 日本園芸中央会編 r日本園芸発達史』朝倉書店，1943 年，547−548頁 。

78） 無限責任們館林檎生産購買販売信用組合 「第十五 年度事業報告書 」 1921年，18−19頁 。
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N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Sooio −Eoonomio 　History 　Sooiety

［論説］　産業組合 に よ る生産 ・流通過程 の 統制 （白井 泉）

　　　　 図 2　青森 県，竹 館組 合 の 林 檎 1貫 あた りの 価 格 と価 格 比．（190ア〜39年度，3年移動平 均）

価格 （円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 価格 比 〔100＝1907 年＞

1．2　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・一．
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．一．一．．−
　　　　　　　　　 120

1．0

0．8

0．6
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．41

O，2
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0．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O
　 l907　 09　 11　 13　 15　　17　 19　 21　 23　 25　 27　 29　 31　 33　 35　 37 　 39 （年度 ）

　注）　左 軸 ：青森県 に つ い て は 総生産額 （円〉／生産高 （貫）。竹館組合 につ い て は 総販 売額 （円）／呶 売高 （貫） よ り

　　 fiill。右軸 ：竹館組合 （日／貫 ）／青森 県 （円／貫） に つ い て 1907 年を 100 と した 場 合 の 指数。
　 出所〕 竹 館組合 の 数 値は 農商務 省農務局 r農 務局報第二 卜五 号 ：園芸 業 二 関 ス ル 組合事例

一
』 1922 年 ；竹館組合 「事

　　　業 報告書 」各年度。占
．
森 県の 数値は 1907年か ら 1919年 まで の 数量は 『農 商務統 計』，以降 は 『青森県統 言1表』 に

　 　 　 よ る。

器 や 倉庫を整備して 常に 各市場 の 動向を 見据え て 販売す る の で 機敏 な商人で あ っ た と し て も付け

入 る隙が な く，組合区域 内で は 他地方に比 べ て 常に 高値で 取引が なされ，組合員の み な らず非組
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 79）

合員ま で そ の 恩恵に浴し た と い う。 また，1922 年度に は 林檎の 販売額お よそ 28．9 万 円 に 対 して

15．6万 円 の 仮渡金が支払われ ， 組 合員の 経済 の 発達に 貢献 した と報告 されて い る。そし て ，同
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ちゆ

年の英国皇太子来 日 の際に は ，組合の 林檎が県か ら の 献上 品 に選出された 。

　 1923，1924 の 両年度 「報告書」 に は ，組合 の 林檎 は 品質優秀，数量正確，整斉及荷造 は 完全

と い う評判が
一

般に 認め られ，市場に お い て 模範的 とい う賛辞を各方面か ら受け，全国各地 の 市

場 で 「圧倒的勢力 ヲ以 テ 歓迎 」 され て い る とあ り，他 に もか な りの 優良品を 産出す る地域が出て

きた の で あ るか ら組合員が 「協カー致」 して 事業 の 発展 に 最大 の 労力を発揮する こ と を望む ，
と

　 　 　 　 　 SD

記 されて い る 。

　 1920 年代前半は，組合区域が繁栄を 謳歌 した 時期で もあ っ た 。 1924年 7 月の r東奥 日報』

は 2 日間に わ た っ て 竹館組合 と相馬貞一に 関する 特集記事を掲載 し て い る が ，初 U の 記事 「余

の 主張す る産業組合万能主 義　全国的に 有名な相馬 貞
一

翁語る 」 は 「全国 1 萬 5 千の 紐合中の

20 組合中 で も首位を競ふ 組合」 と竹館組合を紹介 した上 で ，以下 の 相馬 の 発言を載せ て い る。

　 無産階級で あ っ た 者の なか に は 相当な資産を築 い た 者 もあ り，生 計に 困難で あ っ た 者 も毎年数

千円の商売をす る よ うに な っ た 。
「自分の 組合の こ とを 彼是云ふ の も変て あ る が私の 組合は 販売

79） 竹館組合 「人 正 十 年度」 18，23 −24 頁。

80）　無限責任竹館林檎生産購買販 売信用組合 「大 正 十
一
年度 （第十．匕 回 ） 財産 日録，貸借対照 表，事

　業報告書，剰余金処分案」 1923 年，21，23 頁 。

81）　無限責任竹館林檎生産購 買販 売信用 組合 「大正十二 年度 （第十 八 回 ）財産 目録，貸借対照表，事

　業報告書，剰余金処分案」 1924年，19−20 頁 ；同 「大正十三 年度 （第十九回〉財産 目録，貸借対照

　表，事業報告書，剰余金処分案」 1925 年，19 頁。
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で は 全国
一

で 購買で も
一

二 を争ふ て 」 い る 。 さ ら に，過去に は 地 主層の 農園で 生産 され た林檎が

品評会や博覧会 で 優等や一等を得て い た が，数年前か らそれは 小作人層 の 手 に 移 っ た と し，「将
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 82）

来の 計画と し て は他組合 と合併 し て 益 々 組合 と し て の機能を発揮す る積 り」 で あ る ，と 。

　  特約問屋 へ の 「鞭撻」　 1920 年代前半に 竹館組A の 林檎が全国市場にお ける評判を 高め て

い くな か で ，組合 と特約問屋 との 関係 に も変化が 見 られた 。1920 年代に 至 っ て も組合 の 代表者

は毎年 1〜2 回 は 取引用務を兼ね て 各地の 特約問屋を 巡視 し， llt場調査 と監督に 当た っ て い た と

あ り，組合が 問屋 の 監視や 関連す る情報収集に 努め て い た点は以前 と変わ りな い 。 しか し，特約

問 屋以外の 問 屋か らも様 々 な 好条件で 取引を 希望す る 申 し出が届 くよ うに な っ た た め と思われ る

が ，組合は 特約問屋の 競争心 を刺激す る た め に ，特約を結ん で い な い 問屋に林檎を試売 した とい

s3｝

う。 1924 年 7 月 16 日付 r東 奥日報』 は ，竹館組合で は 荷造夫の 記号を押捺す るなど梱包で も

対外信用 を高め る T．夫 に 努め た の で
，

六 人都市は 言 うま で もな く，そ の 他の都市で も 「最も信用
　　　　　　　　　　ママ
ある果実問屋を 自由に 撰択 」 で ぎ，円滑な取引が行わ れ，「林檎は竹館」 と相場が決 ま っ て い る

こ とを述 べ ，特約問屋 の 表彰規程を翌年度 の 供給割当額を決定する 「権威ある 方法 」 と紹介 して

　 84＞

い る。 こ の よ うに 青森県産の 林檎 に対す る相対価格が上 昇 し，組合 の 林檎が全国市場 でE 倒的地

位を確立 した こ の 時期に，問屋 問の競争心 を刺激す る こ と で 組合へ の 協力を促す 方式の採用が効

力を発揮 して い た の で ある 。

3　組合 員 の減少 と産業組合の 役割

　  　組合に よ る統制の 乱れ

　1920 年代前半の 最盛期の の ち，「報告書」 は ， 生産 ・販売 の 統制が利か ず ， 当惑す る組合の様

子を伝える よ うに な る 。
1925 年度に は 林檎の 果 肉が 褐色に 変化す る ゴ ム の発生に よ る 品質の 低

下に 不況 の 影響 も加わ り，
「竹館林檎 」 の価格 は対前年度比 で 30％ ド落 し，出荷 の 最盛期 に は

問屋が商品の 変質等を恐れ て 出荷停止 を 申し出て来る事態が生じた 。 多量の 在庫を抱 えた組合は ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s5 ）

理 事が販売地 を訪ね，問屋 の 実力 に 応 じて 販売量を割 り当て る こ とで 商 品を捌い た 。1926 年度

以降は青森県内の 生産高が増加 し た の に 加え，県下 の 出荷機関が 未整備なた め に 統制が 取れず，

価格が暴落 して い る こ とを告げて い る。但 し組合は ，販路拡張を 目的 と し て 小都市の 商人 と新た

に 取引を 開始す る こ とに は 消極的だ っ た 。 1927 年度 「報告書」 は，維合員の 生産品を 販売す る

に 当た り，万 が
一

仕切金 の 回収が 出来な い な ど の 問題が発生 し た 場合は 組合がそれ を補償する 重

責を 負わ なければな らず，そ うで ある以上
， 信用 力が 不確実で 「不安ヲ免 レ ザ ル 未知 ノ 小都市商

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s6）

人」 に 委託販 売する 危険は避 ける
，

と述べ て い る 。 信頼関係 の 欠如は 取引 の 機会を 狭め て い た 。

　経 済状況が悪化 し病害の影響も受け るなか で ，1920 年代前半 に は 協調性を 発揮し て い た組合

　　82） 「余の t 張す る産業組合 万 能主義　全国的 に 有名な相馬貞
一

翁語 る 」 r東奥 口 報』 1924 年 7 月 15

　 　 　 口。

　　 83） 農 商務省農務局 r農務局報第二 十 況 号 ： 園芸業 二 関ス ル 組合事例
一

』 1922 年，50−51 頁 。

　　 84） 「県 ドの 模範優良組合を 訪ね て 　三，竹舘組合 」 r東奥 日報』 1924 年 7 月 16 日 。

　　85）　無限責任竹館林檎販売 購買信 用利用組 合 「大 正 十 四 年度 （第二 十 回 ） 財産 H録，貸借対照表，事

　 　 　業報告書，剰余金処分案」 1926 年，19 頁．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （191）　 21
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匚論説］ 産業組合 に よ る 生産 ・
流通過程 の 統制 （白井 泉）

員の 行動に も変化が見 られる よ うに な っ た 。各年度 「報告書」 か ら推測する に 信用事業を通 じ た

貸付 の 減少 も影響 した もの と思わ れ る が ，費用の 削減を余儀な く さ れ た 組合員は購買事業を通 じ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 S7｝

た肥料 ・器具 ・薬剤 の 購人 を抑え，組合 の 懸念を招 い た 。

　 また ，1924 年 12 月に 相馬貞
一

が 病を 理由に組合長を辞 し て 以来，組合長に は尾崎村の 大地
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8s）

主で 組合創立以来理 事や監事を務め ，相馬 とは親戚関係に あ っ た 古川七 兵衛が就任し て い たが ，

1926 年 12 月に は 青森県議会で 長尾角左衛門議員が ，
「竹館で は相馬 貞

一
さんが 病気に な つ て か

ら は 選定の 方法が 旨 く行つ て 居 らぬ と云 ふ 〔中略〕東京で 益 々 声価を落 し て 居 る様な傾 向が あ
　 　 　 　 　 　 　 　 s9）

る 」 と発言 し て い る 。

　そ し て ， 1928 年度 「報告書」 に は 以下 の 記述が見出され る 。

　　 組合員 ハ 事業 ノ 経営 二 又生活 二 必 要 ナ ル
ー

切 ノ 資料 ヲ 組合 ヨ リ供給 ヲ 受 ケ 而モ 其 ノ 生 産品 ノ 貯蔵並 二 販

　　 売ハ 組合 ノ 機能二 依 リ何等 ノ 不 安 ナ ク 尤モ 有利最終始セ ル ヲ 得 タ ル ハ 最大 ノ 効呆 ト称 ス ヘ キ ナ リ。然ル

　　 ニ 多年組合 ノ 効果 二 慣 レ タ ル 組合員 i1【＝ ハ 偶 々 組合 ノ 領域 ヲ 侵サ ン トス ル 地 方商人 ノ
ー

時的甘 蒿
．
二 籠絡

　　 セ ラ レ較 々 モ ス レ ハ 組合 ヲ 疎 ン セ ン トス ル ノ 傾向 ア ル ハ 人類 ノ ホ コ リ トス ル 共存同 栄 ノ 精神 二 反 ス ル モ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 go）

　　 ノ ニ シ テ 甚 タ 遺憾 トス ル 處 ナ リ

　組合員は組合を利用す る こ とで 日々 の 経営や 生活を不安な く有利に 行えて い る に もかかわ らず，

なか に は 時折訪れる地方商人の 甘言に誘われ るがま ま，やや もす れば組合を 軽視す る傾向が 見ら

れ る と，抜 売の 再燃が示 唆 されて い る。続 けて 「報告書」 は
， 農村 の 振興を 図るた め に 産業組合

は不 可欠で あ り，組合員は 「排他的利己 主義」 に とらわ れず和衷 協力して 組合を利用す るよ う切

望す る， と結ん で い る。つ ま り，1920 年代前半に 抜売が一時的に 止ん だ の は，組合を通 じた優

良品 の 販 売が 自己 の利益増進に 繋が る と組合員が判断 し た か ら に 過ぎな か っ た の で あ り，こ うし

た なか で 1928 年頃を境に 通常の 青森県産林檎に対する 「竹館林檎」 の 相対価格 は緩や か なが ら

低下 して い っ た （図 2）。

　（2） 組合員の 減少 とその原 因

　組 合員は 1925 年度の 319 名か ら 1929 年度に は 300名 に 減 り，1937 年度の 280 名ま で 減少

した （表 1）。 そ の規模は産業組合の 全国平均値を下回る よ うに な り，大規模な組織 とい う竹館組

合の 特徴は徐 々 に 薄れて い っ た 。
こ こ で 重要な点は，脱退者が竹館組合以外の 経路を通 じて 林檎

栽培に 必要な物資や資金を調達 し，収穫物を販売で きた 点である 。 彼らは竹館組合 との取引か ら

自らが居住す る 地域の 組合や 地方商人 との 取引に 乗 り換え て い っ た もの と想定 され る 。

　 86） 竹館組合 「昭和 二 年度 （第二 十二 回 ）財産 目録，貸借対照 表，事業報告書，剰余金 処 分案 」 1928

　 　年，15−16 頁。

　 87）　竹館組合 「事業報告書」 各年度に よ る 。

　 88） 古川 七 兵衛 は 1920 年時点 で 同村 の 最多額納税者で あ っ た （r県下の 分限者』 1920 年 （鈴木隆
一

　　編 『都道府県別資産家地主総覧青森編』 1995 年 に 収録）。相馬貞
一

の 三 女 シ ゲ （1900 年生） は 古川

　　七兵衛 の 三 男兵衛 に 嫁い で お り，相馬 と古川 は 親戚関係 に もあ る。

　 89）　r青森県会第r 十 回 通常会議事速記録第 11 ．
弓 （昭和 2 年 12 刀 7 日 （水））』 455 頁 （青森県県議

　 　会 図書館所蔵）。

　 90）　無限責任竹館林檎販 売購買信 用利用 組合 「昭 和二 年度 （第二 卜三 回 ） 財産 目録，貸借 ＊・］照表，事

　　業報告書 」 1929 年，18−19 頁 ；同 「昭和 四 年度 （第 二 十 四 回 ） 財産 目録，貸借対照 表，事業報告書，

　　剰余金処分案」 1930 年，へ 頁。
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　例 えば ， 1911年度 の 組合員名簿に 名を連ねて い た長 内甚四郎 は ，古川七 兵衛 とと もに 尾崎村
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 el）

の 多額納税者第 1，2 位に 挙が る 資産家で あ っ た が， 1920，30 年代の もの と思われ る組 合員名

簿に は そ の 名が 見当た らず，他方で 尾崎組合 の 代表と して 青森県，1司業組合お よ び 産業組合 の 懇
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 92）

親会に 出席して い た こ とが 記録され て い る 。

　ま た ，竹館村付近 の
一

般農家に と っ て 産業組合以外に 林檎の 販売経路を見出す こ とは さほ ど難

し くな か っ た と思われ る 。 それ を示唆する の が 青森県林檎移出同業組合相談役で あ っ た 南津軽郡
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 93｝

黒石町 の 商人横 山慶太郎が 1931 年に残 し た 記述で ある 。 横 1．Ilに よれ ぽ，商人は 出来る だ け安 く

林檎を買お うと利 己主 義的 な取引を し て い て は 「情 と云 ふ もの もな くた だ 自分 で よ ければ よ い と

云 ふ 様に なつ て ，そ こ に 商業道徳 も何 もな くな り， 将来 の 取引に 影響する様 に な る 」。そ こ で 彼

らは
一定 の 相場が立つ と商人間で 価格協定を結 び，可能な限 りそれに 従い つ つ で きるだけ 晶質の

良い 林檎を 買い 集め る が，それ を知る 生産者は ，「よい 物は 普通 よ り 10 銭か ら 20 銭時に よる と

よ り以上の 高値」 で なけれ ば販 売に 踏み切らな い 。しか し，ひ とた びその 価格で 交渉が成立すれ

ば ，そ の 情報は 瞬時 に 附近 の 生産者間に 広が り，「甲の家で は相場 よ り高 く買つ た か ら，自分 の

もの も其値で なければ売らな い と来る 。 丙 亅亦 同様 の 考へ を持つ の で 仮令 二 等品で も
一

等品の値

で な けれ ぽ買はれ な くな る の で ある 。 〔中略〕地元か ら林檎を 買ひ 出す に も，並大抵な らぬ 苦労

をす る もの で
， 時に は つ くづ く商人の つ らさを感ずる 」 と言 及 し て い る 。 以上 の 証言は，1930

年代初頭 の 時期に ，商人は将来 に わた っ て 林檎を確保す る た め 農家か ら林檎を 安値で 買い 叩 くこ

とが出来な くな っ て い た事実 ， そ し て 農家は 品質の優れ た 林檎を生産する 限 り商人 に 対 して 有利

な 立 場 に あ っ た こ とを物語っ て い る 。 そ して 横 山は ，例年，比較的優良物を 出す地域 と し て 南津

軽郡 内で は竹館組合 の 区域内 と思われ る尾崎 山， 沖館を挙げて い る 。

　 さらに ，竹館組合か らの脱退者に は ，組合 の 販 売事業に 不 満や疑惑を抱 く者が含 まれて い た可

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 94 ｝

能性が高い 。佐藤弥作は 1941 年に 出版 した手記 の 中で 次の よ うに 述べ て い る。組 合の 販売事業

で は出荷時期，人荷量 ， お よび商人の 駆引きに よ っ て 市場 ご とに 相場 の 変動が 大 きく，東京市場

の 優良品が大阪市場 の 中等品に 比 べ て 価格が 劣る な ど，正 当な価格が定 まらな い 場合が 多か っ た 。

優 良な林檎を栽培す る 「苦心 を重 ね た 善良 な組合員」 は
，

「そ れ以下 の 見る に 足 らぬ 他人 」 よ り

意外に 安い 値段 しか 付か ない こ とがあ る た め ，竹館組合の 販 売事業に 疑惑 と不 平を 持つ よ うに な

っ た。そ して や が て は そ の 間 に 接 近 して くる地 方商人 の 甘言 に 惑わ され，その 結果，組合の 統制

は 乱れ，組合員の 足並 み は 揃わ な くな っ て い た
，

と 。 佐藤の 証言か ら明 らか な よ うに ，組合員が

抜売を選択し た
一

因は ，組合を 通 じた 販売で は他人 と比 べ て 自身が生産 した優良品に 対 し 正 当な

価格付けや評価が得られな い と判断 し た こ とで あ り，それ は また ，組 合員が脱退 した原因 で もあ

っ た と見 られる。

91）　鈴木隆
一

編 r都道府県別資産家地 主総覧 青森編』。

92＞ 青森県農業協同組合史 『青森県農業協同組合史』 336 頁。

93） 横山慶太 郎 「輸 出 商 と して の 林檎買ひ 出 し法 に 就 て 」 『苹果 の 友』 苹果 の 友社，創刊号 （1931 年

　8 月），27 頁 （弘 前 市 立 図 書 館 蔵 ）。

94＞ 佐藤 rりん ご 』21−24 頁 。
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匚論説コ 産業組合 に よ る 生産 ・ 流通過程 の 統制 （白井 泉）

　  　産業組合か個人取引か

　商人間で農作物の 買付けを め ぐり集荷競争が展開されて い る場合，産業組合が それら商人か ら

組合員を遮断する の は 難 し か っ た
。 地方商人 に よ る妨害は ，販売組合が

一
般的に 抱えた問題 で あ

95）

り，事情は優良組合 とされた竹館組合で も同様だ っ た 。 竹館組合の 地域は優 良な林檎の 産地 と し

て 知られて い た が ゆえに ，地方商人が生産者 に 盛ん に 接触し，抜売が止 ま なか っ た と も言 え る 。

で は そ の 後，組合は 如何な る 行動を 取 っ た の か
。

　 の ち の 時期の 史料 で ある が，1957 年に 刊行 された r青森県農業総合研究所研究報告』 に 問 い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 96）

を解 く手掛か りが記 され て い る 。 それ に よれ ば，戦後の 傾向 と し て 1 部 落に 1 つ の 農協が 設立

され，旧竹館村 （平 賀町 ） に は 5 組合が存在す る こ とに な っ た 。 しか し ， 大字唐竹を拠点 と した

と思わ れ る竹館農協 （旧竹館組合）以 外は林檎の 取扱い に お い て 見る べ きもの は な く，不振で あ

っ た。

　 こ の 調査当時，旧竹館村 の栽培家に は 農協 出荷 と商人 との 個人取引 とい う2 つ の 選択肢があ

り，竹館農協 の 区域で は後者が全取引量 の 65％ に 達し。農協を 通 じた販売は 3 割程で あ っ た 。

農協は 取扱量 を 増や すた め
， 選果や販 売 の 方法 に つ い て 説明会を 開催し て 教育宣伝に 務め ，生産

指導を行 っ て い た とい う。 但 し同報告書 は ，3 割 とい う数値は 決 し て 低 くな く，「商人の 取扱量

は 圧倒的に 多い が，農協 の 存在意義は 極め て 高 い 」 と評価し。農家は農協 の 存在に よ り安心 し て

出荷が出来る の み な らず，農協の 勢力を背後に 産地 仲買人 との 取引を 有利 に 展開し て い る こ と を

述 べ て い る 。 また，農協は 「歴史的な地盤 」 を持つ た め ，「竹館 りん ご 」 と し て 特色ある 出荷が

大都市向けに な され て い る こ と，さ らに 同地域 で は 産地価格が 「安ければ農協へ ，高けれ ば地売

り」 と い う農民意識が強 く，他地 域に 比 べ て 産地価格に 高値が付 い て い る とも報 じ られて い る 。

　こ の 記述は，竹館組合が 1930年代以降も 「竹館林檎」 を守 り続けた
一

方で ，組合員の 個人取

引を容認 す る よ うに な っ た こ と，そ の な か で 組合員が 以前に は 組合 の 目を盗ん で 続けて い た商人

と の 個人取引を，組合 の 存在を後ろ盾 とし有利に展開する よ うに な っ た こ とを示唆 して い る。し

か し なが ら上記 の報告書に も記 されて い る よ うに ，組合はそ の 存立 意義を完全に 失 っ たわ けで は

な く，生産指導を行い ，林檎の価格が 低迷す る際の 受け皿 と し て 機能するな ど ，農家 の 生産と販

売を支える組織 として 役割を果た し続けた の で あ る 。

お わ り に

　産業組合は 信用事業を柱 と し て お り， また ， 農民 の 販 売組織は帝国農会の 販 売斡旋所 と結び つ

い た出荷組合 とい う形態で い ずれ も村落を基盤に組織される の が通常で あ っ た と一般的に 言われ

るが
， 竹館組合は 林檎栽培農家が 生産 ・販売関連の 事業を軸に村落を越 えて 結成 した広域 の 産業

組合で あ っ た 。

　竹館組合 は ，生産者 が貯蔵庫や 林檎箱とい っ た 販売施設を 十分 に 備えて お らず，品質や荷造を

軽視 し，商人 に 比 べ て 市況 や相場 等 の 情報に 乏し く，販売面で 不利益を被 っ て い た 状況を見据え，

　　95） 飯岡清雄 r蔬菜果実取引 の 新研究』 青果同好会，1926年，293−295 頁。

　　96）　青森県農業総合研究所 r青森県農業総合研究所研究報告 （16）』 1957 年，69 −81 頁。
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それらの 問題を解消するた め に 生産 ・流通機構の 整備を追及 し た 。 組合 の 取組み は 青森県内 の 他

の産業組合 と比 較 して 先進的で あ り，品質に優れ ，厳重な梱包を施 され，商標が貼付されて 大量

発注に も応 え得る竹館組合 の 商品は ，「相馬の 林檎 」 「竹館林檎」 と し て 全国市場で 歓迎 され る よ

うに な っ た 。 品質の 高さや 産業組合中央会を通 じた特別表彰の 受賞な どに よ り評判 を確立 し て い

っ た こ の 組合は ，大都市 の 取引先に 対し て協力を要請す る こ とも出来る よ うに な っ た。そし て ，

多数の 林檎栽培農家を 結集 し た広域組合で あ っ た こ とは
， 斉

一
性 の 高い 「竹館林檎」 を大量に 流

通 させ る．Eで も有効で あ っ た 。

　し か し，竹館組合は 組織内部 に 問題を抱えて い た 。齋藤仁 に よれば ，村落を基盤 と し た組合で

は共同体の 規制が組合組織 の 秩序を維持する上 で 効力を発揮 し た と言 うが，竹館組合 の 場 合，村

落を越え て 紐織されたた め に そ うした拘束力が働かず，販売面では組合員 の 行動を 監視す る の も

困難で あ り，抜売に 対し て 明確 な罰則 も行使されな い 状況下に お い て ，組合 員は 自己 の経済的利

益を追求する主体 として 行動 し，なか に は 抜売に 走る 者 も出現 した 。 貯蔵性 の 高い 優良な林檎を

確実に 集荷す る こ とは 「竹館林檎」 の 生産 ・流通機構を維持す る大前提で あ り，組合は ，組合員

と の 「協カ
ー

致 」 を 目指 して 試行錯誤を 重ね た
。

し か し
，

「報告 書」 の 記載か ら判断する と，組

合発足か ら 1920年代ま で の 問に 組合執行部が 望むか た ち で それが 実現 し た の は 1920 年代前半

の み で あ っ た。組合を取 り巻 く経済環境が悪化し，組合の 創立以前か ら地元 の 林檎栽培を主導 し

て きた指導者相馬 貞
一

の 監視の 目が一時消滅し た 1920 年代後半以降に は 自主 検査 の 体制に も乱

れが 生 じ，それ以 後，
一

部の 独 立心 に 富ん だ農民 は 組 合を 離れ て ゆ き ， やが て は組 合を 通さ な い

自主的な林檎販売を組合員 は 組合 に 承認 させ た の で ある。

　組合 に 唯 々 諾 々 と従 うの で は な く市場の 動向を 自主 的に 判断し，組合を通 じた販 売 と商人 と の

取引 とを相対化す る農民 の姿は組合発足時か ら観察される 。 すなわち 組合員に とっ て の 組合は ，

収穫物を 出荷す る 際 の 選択肢 の 1 つ に 過 ぎず，抜売 の 発覚に よ っ て 生ず る 不利益 が 小さ い 拘束

力の 弱い 組織 の なか で ，一部の 組合員は 容易に 逸脱行為に 走 っ た の で ある 。

　た だ し逆説的なが ら，竹館組合が産業組合 の 成功例で ある こ とも間違 い は ない 。 組合員は ，組

合 の 購買 ・信用事業を 利用 し て 生産に 必 要な 資材や 資金を調達で き，組合を通 じて 最新技術 に 触

れる こ と も可能で あ っ た 。 また，産地お よび遠方の 消費地 の 商況や相場 ， 嗜好等に 関す る知識を

深め る上 で ，組合は貴重 な情報源 とな っ た 。そ もそ も組合の 地域に お い て商人に よる集荷競争が

激 し く展開された
一
因は

，
そ こ が 品質の優れ た 「竹館林檎 」 の 産地 とし て 外部 の 商人たち に 認識

されて い た か らで あ り，そ の 「竹館林檎」 は組合が，栽培管理 ， 自主検査の 実施 厳重な梱包，

商標 の 導入 ，宣伝 ・広告などに よ っ て 戦略的に 育て 上 げた も の で あ っ た 。 組合員が価格に現れる

品質 の 評価に 対 し て 敏感な農民 として 存在し得た の も，組合や ，さ らに は それに 先立 ち 組織さ れ

た 同志会に よる と こ ろが大 きか っ た 。

　産業組合，競争が展開される 市場お よび指導者の 存在は，貯蔵可能で 品質 に 差が 生じる林檎 と

い う財の性質に加 え，組合地域が優良な林檎の 産地 と し て 発展する に は 不 可欠で あ っ た 。 し か し，

相馬貞
一

は 1927 年の竹館組合創立 20 周年 の 祝典で 青森県農業試験場の 島技師に ，「今口迄，組
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 97）

合を率い る に 組合精神を 以て せ ず ， 利益 を以 て し た こ とは 大な る失敗で あ っ た 」 と述 べ た と言 う。

　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 （195）　 25

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Socio-Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Sooio −Eoonomio 　History 　Sooiety

　　　　　　　　　　 ［論説］ 産業組合に よ る生産 ・流通過程 の 統制 （白井 泉）

そ の 含意の 解 明は ，1914 年以降兼営 された信用事業，並び に 資金調達に 関する分析 と共に ，今

後筆者に残 された課題で あ る 。

　97） 島 「相 ．馬翁」 24 頁。
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